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岩沢正敏
境川町藤垈4706

（1期）

上野　稔
石和町四日市場
2335-2（3期）

海野利比古
石和町市部477-3

（2期）

大久保俊雄
石和町市部718

（3期）

荻野謙一
石和町井戸361-2

（1期）

梶原　清
八代町米倉169-1

（1期）

亀山和子
石和町井戸656-33

（3期）

川村惠子
一宮町坪井1176-5

（3期）

神澤敏美
春日居町鎮目422

（1期）

北嶋恒男
八代町北1617

（2期）

小林　始
御坂町大野寺
1597（3期）

志村直毅
石和町東油川172

（2期）

神宮司正人
御坂町金川原
1394（1期）

中川秀哉
石和町市部419

（3期）

中村正彦
御坂町井之上
1321（2期）

野澤今朝幸
芦川町中芦川431

（2期）

古屋始芳
春日居町別田487

（1期）

保坂利定
一宮町本都塚
113-1（1期）

前島敏彦
一宮町東新居
1414（3期）

渡邉清美
八代町北3361

（3期）

渡辺正秀
八代町高家391-1

（3期）

当選証書を受け取る倉嶋清次氏

当選 渡邉清美 1,758

当選 小林　始 1,772

当選 前島敏彦 1,776

当選 中村正彦 1,898

当選 志村直毅 1,908

当選 岩沢正敏 1,999

当選 保坂利定 2,843

当選 神宮司正人 3,357

氏名 得票数（票）

当選 北嶋恒男 1,358

当選 亀山和子 1,377

当選 海野利比古 1,459

当選 中川秀哉 1,491

当選 古屋始芳 1,504

当選 野澤今朝幸 1,618

当選 川村惠子 1,639

当選 大久保俊雄 1,648

氏名 得票数（票）

宝　　修 737

飯島峰一 835

市川俊夫 946

網倉正治 958

当選 荻野謙一 969

当選 神澤敏美 1,013

当選 渡辺正秀 1,178

当選 梶原　清 1,243

当選 上野　稔 1,332

氏名 得票数（票）

荻野正直 15,640

当選 倉嶋清次 23,004

氏名
得票数
（票）

（任期：平成24年11月14日～平成28年11月13日）　50音順・敬称略

（投票率　68.85%）

（投票率　68.85%）

　
こ
の
た
び
、
笛
吹
市
長
に
就
任
し
ま

し
た
。

　
思
い
起
こ
せ
ば
、
お
よ
そ
30
年
前
の

4
月
、
た
ま
た
ま
甲
府
盆
地
東
部
の
こ

の
地
を
訪
れ
た
の
が
出
発
点
で
し
た
。

　
行
け
ど
も
ゆ
け
ど
も
尽
き
る
こ
と
の

な
い
爛
漫
の
桃
花
。
ま
さ
に
桃
源
郷
そ

の
も
の
。
「
こ
こ
を
終
の
棲
み
家
に
し

た
い
」
と
心
に
決
め
ま
し
た
。

　
12
年
前
、
当
時
の
一
宮
町
に
移
住
し
、

釈
迦
堂
遺
跡
近
く
の
扇
状
地
中
腹
に
居
を

構
え
ま
し
た
。
遥
か
西
方
に
南
ア
ル
プ
ス

を
望
み
、
眼
下
に
は
甲
府
盆
地
。
春
に
は

ピ
ン
ク
の
絨
毯
が
敷
き
詰
め
ら
れ
ま
す
。

目
の
前
に
は
7
世
紀
の
古
墳
。
自
然
を
楽

し
み
、
歴
史
を
訪
ね
歩
き
ま
し
た
。

　
一
市
民
と
し
て
過
ご
す
中
で
、
笛
吹

市
が
直
面
す
る
多
く
の
課
題
も
見
え
て

き
ま
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
の
波
は
、
と
り
わ
け
山

間
地
域
の
活
力
を
奪
い
、
基
幹
産
業
の

農
業
で
は
若
い
担
い
手
の
姿
が
少
な
く
、

一
方
、
市
の
中
心
石
和
温
泉
に
は
か
つ

て
の
賑
わ
い
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
笛
吹
市
に
は
、
底
力
が
あ

り
ま
す
。
温
泉
、
果
樹
農
業
、
縄
文
以

来
の
歴
史
、
文
化
的
風
土
等
々
優
れ
た

資
源
を
結
び
つ
け
、
磨
き
上
げ
れ
ば
、

素
晴
ら
し
い
ま
ち
に
な
り
ま
す
。
自
然

の
中
で
、
穏
や
か
な
心
持
ち
で
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
時
間
の
流
れ
に
身
を
お
い

て
暮
ら
す
、
そ
ん
な
身
の
丈
に
あ
っ
た

ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
ま
せ
ん
か
。

　
桃
源
郷
の
夢
の
実
現
に
向
け
て
、
と

も
に
歩
み
ま
し
ょ
う
。

つ
い



　市税は、私たちが安心して健康な暮らしをするためのさまざまな事業を進めるうえで重

要な財源です。市では、市税滞納額の縮減と徴収率向上を目指し、12月を滞納整理強化月

間として、税収の確保に努めます。

●納付相談・納付催告に応じない人には滞納処分により強制的に徴収します
　納期が過ぎても未納の人には、督促状や催告書で納付を促しています。大多数の人が納

期内に納付されている中で、再三の催告にもかかわらず滞納を続けている人には、税負担

の公平性や市民としての負担の義務を果たしていただくため、財産の差押などの滞納処分

を行っています。

区　分

不動産

動　産

自動車

預貯金

給　与

家　賃

保　険

その他

平成23年度

35件�

30件�

1件�

726件�

46件�

1件�

117件�

23件�

平成22年度

19件��

64件�

2件�

440件�

61件�

4件�

163件�

42件�

年　度

換価額

平成23年度

1億869万3,812円

平成22年度

1億358万3,334円

預貯金

預貯金の口座を差し押さえると、
預貯金の引き出しができなくな
ります。市は、滞納税額を金融
機関から直接とりたてます。

給　与

お勤めの会社へ直接給与支払い
の調査を行います。差し押さえ
た給与のうちから毎月一定額を
給与支払い者から直接取りたて
ます。

自動車

タイヤロックするので運行がで
きなくなります。それでも納付
がない場合は自動車の公売を実
施し、売却代金を滞納税にあて
ます。

不動産

所有する不動産を差押えて公売
を実施し、売却代金を滞納税に
あてます。

動　産

自宅等を捜索し、差し押さえた動
産はインターネット公売により
売却し、代金を滞納税にあてます。

その他
生命保険等も差押えを行って滞
納税へあてます。

　市税は、定められた期限までに自主的に納めていただくものです。

　納期限を過ぎると、納期内に納めた人との公平性を保つため、本来の税額のほかに延滞

金も併せて納めていただいています。また、財産の差押などの滞納処分を受けることにも

なります。

　このように市税の滞納は、納税者にとって不利益となるだけではなく、滞納した市税を

徴収するために、市の貴重な財源が使われることになりますので、必ず納期限までに納付

をお願いします。

●納期限を過ぎると延滞金(年14.6％)がかかります
　納期限までに完納されない場合は、納期限の翌日から納める日までの日数に応じ、年

14.6％の割合で延滞金がかかります。ただし、翌日から１カ月以内の期間は※年4.3％(平

成24年１月１日～12月31日)となります。

※平成12年１月１日以降、前年の11月30日現在の「基準割引率および基準貸付利率」に4

％を加算した割合(上限7.3％)となっています。

●納税は便利な口座振替をご利用ください

　金融機関、ゆうちょ銀行に預金口座のあ

る人ならどなたでもご利用できます。指定

する金融機関に備え付けの「口座振替依頼

書」により金融機関の窓口へ直接お申し込

みください。(納税通知書・預金通帳・口

座届出印が必要です)

　口座振替をご利用いただくと、指定され

た口座から納期限日に自動的に市税を納め

ることができますので、納め忘れがなくな

ります。ぜひ、ご利用ください。

　市役所窓口で口座振替手続きがキャッシ

ュカードでできるサービスもあります。指

定する金融機関のキャッシュカード（普通

口座・総合口座）を、市役所収税課および

国民健康保険課窓口までお持ちください。

　手続きは、専用機でカード情報を読み込

み、お客様ご本人にカードの暗証番号を入

力していただくと、その場で手続きが完了

します。（職員が暗証番号をお聞きするこ

とはありません）

■問合せ先　収税課　収納担当　☎�055（262）4111

●納税が困難な人は、ひとりで悩まず放置せず、早めに相談を

　災害や盗難、本人や家族の病気、事業の休廃止、失業などやむを得ない事情や多重債務

などにより市税の納付が困難な場合は、ひとりで悩まず、放置せずに早めにご相談くださ

い。一括納付が難しい場合には、分割納付に応じることもできます。まずは、納付できな

い理由をお聞かせください。

●収納体制を強化しています
　滞納事案のなかには、複雑で専門的な対応が必要な場合があります。このような事案は、
山梨県地方税滞納整理推進機構に移管(引継ぎ)し、県と共同で滞納整理を行っています。
　また、市県民税の滞納については、山梨県総合県税事務所に移管し、滞納整理を行って
います。
　市では、県との連携により収納体制を強化して、滞納整理を進めています。



　市の人事行政の運営における公正性と透明性を高めるため、地方公務員法や市の条例に基づき、
職員の任用、職員数、給与その他の人事に関する運営状況についてお知らせします。

消防職

福祉職

看護・保健職

技能労務職

一般行政職

（平均年齢�38.9歳）

（平均年齢40.4歳）

（平均年齢41.4歳）

（平均年齢51.3歳）

（平均年齢43.2歳）

315,460円

消防職（大卒）

福祉職（大卒）

看護・保健職（大卒）

技能労務職(高卒）

行政職（大卒）

195,700円

184,200円

198,300円

129,200円

172,200円

■経験年数10年
■経験年数15年
■経験年数20年

314,700円

314,875円

303,742円

309,890円

251,562円

行政職（大卒） 行政職（高卒）

354,000円

258,600円

303,000円

262,000円
271,800円

議会

総務

税務

労働

農林水産

商工

土木

民生

衛生

　　小計

教育

消防

　　小計

水道

下水道

その他

　　小計

部門

一般行政部門

特別行政部門

公営企業
会計部門

合　計

区分 職員数

平成17年

7

178

39

24

10

32

173

29

492

111

87

198

26

17

24

67

757

平成23年

6

133

37

21

11

33

135

37

413

84

83

167

23

12

33

68

648

平成24年

6

128

37

21

11

33

132

37

405

82

84

166

22

12

32

66

637

△�1

△�50

△�2

0

△�3

1

1

△�41

8

△�87

△�29

△�3

△�32

△�4

△�5

8

△�1

△�120

0

△�5

0

0

0

0

0

△�3

0

△�8

△�2

1

△�1

△�1

0

△�1

△�2

△�11

対17年増減数
対前年
増減数 対前年増減理由

職員の不補充および事務の統廃合

事務の統廃合および縮小

事務の統廃合および縮小

消防職員採用

事務の統廃合および縮小

事務の統廃合および縮小

（注）１　職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時または
非常勤職員を除いている。

（注）２　平成17年の職員数については、合併前の芦川村と東八代広域行政事務組合（東八代消防本部）を含んでいる。

職種や職務に応じた給料表に定める額
配偶者13,000円、その他6,500円
借家の場合、家賃が12,000円を超えるときに支給し、家
賃の額に応じ最高27,000円まで
運賃55,000円までは全額、55,000円超は２分１を支給
自動車使用者は、通勤距離に応じ支給

��
危険・困難・不健康な勤務についたとき�
・防疫等作業手当：作業１日につき290円
・行旅病人取扱手当：病人１人1,800円、死体１体6,000円
・救急業務従事手当：出動１回につき200円
（救急救命士の資格に係る処置を実施した場合300円を
加算）

・災害業務従事手当：出動１回につき500円
　(梯子自動車等を使用しての高所活動に従事）
正規の勤務時間を超えて勤務したとき�
管理職手当など
管理職手当：管理または監督の地位にある職員のうちそ
の職務の特殊性に基づき規則で定められた職にある者に
支給
役職に応じて25,400円～78,200円を支給

ボーナスに相当する手当
（年間3.95カ月）
退職したとき

（勤務年数に応じ0.6～59.28カ月）

○給料………………
○扶養手当…………
○住居手当…………
�
�○通勤手当…………

�
�
�○特殊勤務手当……
�
�
�
�
�
�

○時間外勤務手当…
○その他……………

○期末・勤勉手当…
�
○退職手当…………

毎月きまって支
給されるもの

臨時に支給され
るもの

特殊な職務や特
殊な勤務につい
たとき実績に応
じて支給される
もの

給
�
�

与

※「笛吹市の給与・定員管理等について」については、市ホームページからご覧いただけます。

計�32,138,727千円
100%

投資的経費
5,960,521

18.6%

人件費
4,631,266

14.4%

その他
9,758,500

30.4%

扶助・補助費
8,044,869

25.0%

公債費
3,743,571

11.6%

単位：千円 単位：千円

計�3,044,938千円
100%

職員１人当たり
給与費�5,240千円

給料
1,953,439

64.2%

諸手当
328,478
10.8%

期末・勤勉手当
763,021
25.0%

■問合せ先　総務課　人事給与担当　☎�0 5 5 ( 2 6 2 ) 4 1 1 1



　
医
療
費
が
増
え
る
と
、
国
保
の
財
政

が
圧
迫
さ
れ
、
国
保
税
で
の
皆
さ
ん
の

負
担
が
今
以
上
に
重
く
な
り
ま
す
。
国

保
税
は
、
年
間
に
必
要
と
さ
れ
る
医
療

費
を
も
と
に
決
ま
り
ま
す
。
医
療
費
の

無
駄
遣
い
を
や
め
て
、
医
療
費
の
増
加

を
抑
え
ま
し
ょ
う
。
今
回
は
、
上
手
な

医
療
を
受
け
る
た
め
に
心

が
け
た
い
こ
と
を
挙
げ
て

み
ま
し
た
。

●
定
期
健
診
を
受
け
、
日
ご
ろ
か
ら
健

康
管
理
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う

　
早
期
に
病
気
を
発
見
す
れ
ば
、
治
療

期
間
も
短
く
、
治
癒
率
も
高
く
な
り
ま
す
。

年
に
一
度
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
「
は
し
ご
受
診
」
や
「
重
複
受
診
」

は
や
め
ま
し
ょ
う

　
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を
受

診
す
る
こ
と
は
、
医
療
費
の
無
駄
遣
い

に
な
る
だ
け
で
な
く
、
薬
の
重
複
使
用

な
ど
で
体
に
も
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
し
ま
す
。

●
休
日
や
夜
間
の
時
間
外
受
診
は
避
け

ま
し
ょ
う

　
休
日
や
夜
間
の
受
診
は
、
割
増
料
金

が
か
か
り
ま
す
。
緊
急
時
以
外
は
、
診

療
時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

●
領
収
書
・
明
細
書
は
保
管
し
て
お
き

ま
し
ょ
う

　
領
収
書
や
明
細
書
が
あ
れ
ば
、
治
療

内
容
が
分
か
り
、
医
療
費
の
請
求
間
違

い
な
ど
に
も
気
が
付
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

●
薬
の
も
ら
い
す
ぎ
を
見
直
し
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　
医
師
の
診
断
と
処
方
さ
れ
た
薬
の
用

量
を
信
頼
し
、
む
や
み
に
薬
を
欲
し
が

る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
は
、
新
薬
と
同
じ
効
能
を
持

ち
、
新
薬
よ
り
安
価
な
処
方
薬
で
す
。

自
己
負
担
も
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
医
師
ま
た
は
薬
剤
師
に
相

談
し
、
納
得
し
た
上
で
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
12
ペ
ー
ジ
の
Y
さ
ん
の
メ
タ
ボ
日
記

も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
10
月
12
日
、
山
梨
県
J
A
会
館
に
お

い
て
「
第
59
回
山
梨
県
農
業
ま
つ
り
式

典
」
が
開
催
さ
れ
、
各
種
の
表
彰
式
や

認
定
証
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市

内
で
表
彰
状
お
よ
び
認
定
証
を
授
与
さ

れ
た
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

山
梨
県
農
業
ま
つ
り

農
水
産
業
功
績
者

　
農
水
産
業
の
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た

個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

（
果
樹
部
門
）

○
一
宮
町
塩
田
　
　
雨
宮
英
人
・
郁
子

○
春
日
居
町
鎮
目
　
山
本
武
志
・
輝
子

○
八
代
町
永
井
　
　
渡
邉
守
・
恵
美

（
畜
産
部
門
）

○
八
代
町
北
　
　
　
宮
川
博
・
マ
ツ
江

（
土
地
改
良
部
門
）

○
境
川
町
寺
尾
　
　
宮
澤
黎
夫
・
琴
代

農
業
を
育
て
る
ナ
イ
ス
カ
ッ
プ
ル

　
農
業
に
情
熱
を
傾
け
魅
力
あ
る
い
き

い
き
と
し
た
農
村
づ
く
り
に
努
力
し
て

い
る
若
い
夫
婦
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

○
石
和
町
中
川
　
　
藤
巻
豪
・
美
紀

山
梨
県
指
導
農
業
士

　
次
代
を
担
う
青
年
農
業
者
等
を
育
成

す
る
と
と
も
に
、
認
定
後
の
自
主
的
組

織
活
動
を
促
進
し
、
資
質
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
次
の
方
が
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

○
八
代
町
南
　
　
　
　
加
賀
美
和
洋

○
御
坂
町
成
田
　
　
　
斉
藤
一
正

○
八
代
町
南
　
　
　
　
秋
山
守

○
八
代
町
南
　
　
　
　
樋
口
哲
也

○
八
代
町
高
家
　
　
　
風
間
博
文

山
梨
県
青
年
農
業
士

　
次
代
を
担
う
青
年
農
業
者
で
あ
り
、

認
定
後
の
地
域
農
業
振
興
活
動
・
自
主

的
組
織
活
動
へ
の
参
加
お
よ
び
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
次
の
方
が
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

○
御
坂
町
金
川
原
　
　
雨
宮
敏
樹

○
御
坂
町
下
野
原
　
　
松
田
勇
雄

○
一
宮
町
田
中
　
　
　
田
中
和
広

○
一
宮
町
金
田
　
　
　
風
間
元
規

○
一
宮
町
竹
原
田
　
　
雨
宮
政
揮

○
八
代
町
南
　
　
　
　
久
保
田
健
一

○
一
宮
町
国
分
　
　
　
小
林
紀
人

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
根
底
で
支
え
つ
づ
け
て
い

る
国
民
健
康
保
険
（
以
下
「
国
保
」
）
の
制
度
や
市
の
現
状
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
医
療
費
と
健
康
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

「
農
業
を
育
て
る
ナ
イ
ス
カ
ッ
プ
ル
」
を
受
賞
し
た

藤
巻
豪
・
美
紀
さ
ん
夫
妻

ご家族皆さんで観に来てください

　
山
梨
英
和
高
等
学
校
聖
歌
隊
は
合
唱

と
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
活
動
と
し
て
、
学
校

行
事
で
の
演
奏
の
ほ
か
、
数
々
の
コ
ン

ク
ー
ル
出
場
、
演
奏
会
出
演
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

聖
歌
隊
と
一
緒
に
す
ご
し
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
12
月
15
日
（
土
）

開
場
　
午
後
1
時
30
分

開
演
　
午
後
2
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

▼
曲
目
　
あ
わ
て
ん
ぼ
う
の
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
　
く
る
み
割
り
人
形
　
ほ
か

▼
入
場
料
　
無
料

※
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い

る
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

　
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
と
カ
ラ

ー
ガ
ー
ド
の
フ
ラ
ッ
グ
演
技
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
平
成
25
年
1
月
27
日
（
日
）

開
場
　
午
後
1
時
30
分

開
演
　
午
後
2
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

▼
曲
目
　
ど
演
歌
え
き
す
ぷ
れ
す
、
ダ

ン
シ
ン
グ
ク
ィ
ー
ン
、
銀
河
鉄
道
９

９
９
　
ほ
か

▼
入
場
料
　
無
料

※
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い

る
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ
先
　
（
公
財
）
ふ
え
ふ
き
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

薪
作
り
体
験
会

　
木
の
端
や
廃
材
な
ど
を
利
用
し
て
作

り
ま
す
。

▼
対
象
　
小
学
生
以
上

▼
日
時
　
平
成
25
年
1
月
12
日
（
土
）

受
付
　
午
前
9
時
か
ら

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

※
雨
天
の
場
合
は
、
1
月
13
日
（
日
）
に

延
期

▼
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
弦
間
和
仁
氏
（
弦
間
林
業
代
表
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

▼
服
装
・
持
ち
物
　
作
業
し
や
す
い
服

装
、
運
動
靴
、
軍
手

▼
申
込
受
付
　
12
月
12
日
（
水
）
午
前
9

時
か
ら

絵
手
紙
教
室

▼
日
時
　
平
成
25
年
1
月
19
日
（
土
）

受
付
　
午
前
9
時
か
ら

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所
ホ
ー
ル

▼
講
師
　
風
間
繁
樹
氏
（
山
梨
美
術
協

会
会
員
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
1
0
0
円
（
材
料
費
）

▼
申
込
受
付
　
12
月
19
日
（
水
）
午
前
9

時
か
ら

野
鳥
を
呼
ぶ
え
さ
台
作
り

▼
対
象
　
小
学
生
以
上

▼
日
時
　
平
成
25
年
1
月
26
日
（
土
）

　
受
付
　
午
前
9
時
か
ら

　
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所
ホ
ー
ル

▼
講
師
　
福
嶋
孝
一
氏
（
エ
ス
プ
リ
ガ

ー
デ
ン
代
表
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

▼
申
込
受
付
　
12
月
26
日
（
水
）
午
前
9

時
か
ら

▼
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
窓
口
に
て

受
け
付
け
ま
す
。

※
各
イ
ベ
ン
ト
の
申
し
込
み
は
、
本
人

ま
た
は
保
護
者
に
限
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
2
8
0
5

迫力ある演奏をお楽しみください

ま
き



　
正
月
飾
り
の
作
り
方
を
知
り
、
用
意

し
た
材
料
の
わ
ら
を
使
っ
て
、
作
品
作

り
を
楽
し
み
ま
す
。

▼
日
時
　
12
月
15
日
（
土
）

　
午
前
9
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
八
代
郷
土
館

▼
定
員
　
20
人
（
市
民
優
先
）

▼
参
加
料
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
12
月
3
日
（
月
）
〜
10
日

（
月
）
の
平
日
、
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
の
間
に
電
話
に
て
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
文
化
財
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
2

　
身
近
な
自
然
に
目
を
向
け
、
科
学
の

本
に
も
触
れ
合
う
会
で
す
。

▼
対
象
　
小
・
中
学
生

▼
日
時
　
12
月
9
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

正
午
�

※
小
雨
決
行
・
荒
天
順
延

▼
場
所
　
山
梨
岡
神
社
境
内
（
春
日
居

町
鎮
目
）
�

▼
講
師
　
植
原
彰
氏
（
乙
女
高
原
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
代
表
世
話
人
）

▼
参
加
費
　
無
料
�

▼
持
ち
物
　
雨
具

▼
後
援
　
市
教
育
委
員
会

※
子
ど
も
ゆ
め
基
金
（
独
立
行
政
法
人
国

立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
）
助
成
事
業
�

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

■
問
合
せ
先

　
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も
　
馬
場

　
☎
0
5
5
3
（
2
6
）
3
0
6
5

　
市
は
「
笛
吹
市
八
代
定
住
促
進
住
宅
」

の
管
理
・
運
営
を
行
い
な
が
ら
随
時
入

居
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
空
部
屋
が
あ
り
ま
す
。

▼
建
物

○
名
称
　
笛
吹
市
八
代
定
住
促
進
住
宅

○
所
在
地
　
笛
吹
市
八
代
町
米
倉
１
５

４
２
番
地
5

○
建
築
年
月
　
平
成
元
年
11
月

○
階
数
　
5
階
建
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
無
）

○
構
造
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

○
間
取
り
　
3
Ｄ
Ｋ
　
約
53
㎡

○
家
賃
　
全
戸
一
律
　
月
額
3
万
６
０

０
０
円
（
駐
車
場
は
、
各
戸
1
台
の

み
…
別
に
月
額
2
0
0
0
円
）

▼
募
集
　
募
集
戸
数
　
18
戸
（
1
号
棟

…
6
戸
　
2
号
棟
…
12
戸
）

※
平
成
24
年
10
月
末
日
現
在

▼
申
込
概
要

○
申
込
資
格
　
次
の
全
て
の
条
件
を
満

た
す
方
の
み
、
申
し
込
み
が
で
き
ま

す
。

・
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

・
世
帯
を
構
成
し
て
い
る
方
（
単
身
不
可
）

・
市
町
村
県
民
税
等
の
税
金
に
滞
納
が

な
い
方

・
県
内
の
連
帯
保
証
人
が
た
て
ら
れ
る
方

※
入
居
者
と
同
等
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

・
暴
力
団
員
で
な
い
方

・
収
入
（
所
得
）
が
基
準
（
家
賃
の
3

倍
）
以
上
で
あ
る
世
帯

○
申
込
書
類
　

・
笛
吹
市
定
住
促
進
住
宅
入
居
申
込
書

・
世
帯
員
全
員
の
所
得
の
分
か
る
書
類

（
市
内
在
住
の
方
は
定
型
様
式
と
な

り
ま
す
）

・
住
民
票
謄
本
（
全
部
証
明
）

■
書
類
配
布
・
提
出
・
問
合
せ
先

管
理
総
務
課
（
春
日
居
支
所
2
階
）

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
2
・

　
0
5
5
3
（
2
6
）
6
0
5
1

▼
種
目
・
資
格
・
受
付
期
間

○
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
・
後
期
）

・
高
卒
（
見
込
含
）
〜
21
歳
未
満
の
方

※
自
衛
官
は
23
歳
未
満

・
平
成
25
年
1
月
23
日
（
水
）
〜
2
月
1

日
（
金
）

○
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
推
薦
）

・
男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）
　
17
歳
未
満

の
、
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動
等

に
顕
著
な
実
績
を
納
め
、
学
校
長
が

推
薦
で
き
る
方

・
12
月
7
日
（
金
）
ま
で

○
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
一
般
）

・
男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）
　
17
歳
未
満

の
方

・
平
成
25
年
1
月
7
日
（
月
）
ま
で

○
貸
費
学
生
（
技
術
）

・
大
学
の
理
学
部
、
工
学
部
の
3
・
4

年
次
ま
た
は
大
学
院
（
専
門
職
大
学

院
を
除
く
）
修
士
課
程
在
学
（
正
規

の
修
業
年
限
を
終
わ
る
年
の
4
月
1

日
現
在
で
26
歳
未
満
　
※
大
学
院
修

士
課
程
在
学
者
は
28
歳
未
満

・
平
成
25
年
1
月
11
日
（
金
）
ま
で

※
試
験
日
な
ど
の
詳
細
の
ほ
か
、
予
備

自
衛
官
補
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
自
衛
隊
　
甲
府
募
集
案
内
所

　
☎
0
5
5
（
2
2
8
）
6
4
2
7

　
市
消
費
生
活
研
究
会
は
、
前
川
瑞
穂

氏
（
日
本
銀
行
甲
府
支
店
長
）
を
招
い

て
日
本
の
金
融
経
済
を
分
か
り
や
す
く

解
説
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
12
月
4
日
（
火
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　
石
和
図
書
館
　
視
聴
覚
室

▼
参
加
費
　
無
料

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
土
窯
を
使
っ
た
炭
焼
き
体
験
を
実
施

し
ま
す
。
「
炭
焼
き
師
養
成
講
座
」
に

参
加
し
て
、
昔
な
が
ら
の
炭
焼
き
を
体

験
し
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
12
月
18
日
（
火
）
〜
19
日
（
水
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
予
定
）

▼
場
所

　
甲
州
市
大
和
町
内
の
炭
焼
き
窯

▼
講
師
　
平
山
金
吾
氏
（
現
役
炭
焼
き

師
）

▼
内
容
　
土
窯
炭
焼
き
、
俵
編
み
、
縄

な
い
体
験
な
ど

▼
定
員
　
15
人
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
　
参
加
日
数
に
よ
ら
ず
一
律

5
0
0
円
（
材
料
代
・
講
師
謝
金
と

し
て
。
食
事
に
関
し
て
は
各
自
で
用

意
し
て
く
だ
さ
い
）

※
日
程
の
関
係
上
、
炭
焼
き
窯
の
精
錬

作
業
お
よ
び
火
止
め
作
業
は
19
日
夜

半
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
た
め
、
本

講
座
で
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

▼
申
込
締
切
　
12
月
11
日
（
火
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

峡
東
林
務
環
境
事
務
所

森
づ
く
り
推
進
課
　
林
業
自
然
保
護

担
当
（
小
田
・
辻
）

　
☎
0
5
5
3
（
2
0
）
2
7
2
1

　
℻
0
5
5
3
（
2
0
）
2
7
2
8

▼
ブ
ロ
グ
入
門

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
入
門

※
講
座
内
容
、
日
程
等
は
都
合
に
よ
り

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
応
募
状
況
等
に
よ
っ
て
は
、
中

止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
日
程
・
対
象
・
申
し
込
み
等
の
詳
細

は
、
チ
ラ
シ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま

た
は
問
合
せ
に
よ
り
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。h

ttp
:/

/
w

w
w

.y
itjc

.a
c
.jp

■
場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

（
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
1
3
0
8
）

☎
0
5
5
3
（
3
2
）
5
2
0
2

▼
ア
ク
セ
ス
基
礎
講
座

▼
ア
ク
セ
ス
応
用
講
座

▼
年
金
相
談
業
務
講
座

　
平
成
25
年
１
月
開
講
で
す
。

※
日
程
・
対
象
・
申
し
込
み
等
の
詳
細

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
問
合

せ
に
よ
り
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

h
ttp
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w
w

w
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r
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m
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s
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y
o
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■
場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

　
県
立
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
（
甲
府
市

塩
部
4
│
5
│
28
）

　
☎
0
5
5
（
2
5
1
）
3
2
1
0
　

　
「
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養

費
制
度
」
は
、
同
じ
世
帯
で
医
療
と
介

護
の
両
方
を
利
用
し
た
際
の
負
担
合
計

が
、
所
得
や
年
齢
に
よ
っ
て
様
々
に
設

定
さ
れ
た
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合

に
、
申
請
す
る
こ
と
で
、
そ
の
差
額
が

支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
今
回
、
こ
れ
ら
両
方
の
自
己
負
担
額

が
高
額
に
な
っ
た
世
帯
に
、
高
額
介
護

合
算
療
養
費
支
給
申
請
勧
奨
通
知
が
送

ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
　
世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者
の
方
全
員
に
つ
い

て
、
「
平
成
23
年
8
月
〜
平
成
24
年
7

月
」
ま
で
の
医
療
保
険
と
介
護
保
険

の
自
己
負
担
額
の
合
計
が
、
基
準
額

を
超
え
た
世
帯

▼
送
付
時
期
　
平
成
25
年
1
月
に
郵
送

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
支
給
の
お
知
ら
せ
に
は
仮
計
算
の
結

果
、
支
給
で
き
る
見
込
額
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

▼
そ
の
他
注
意
事
項

○
申
請
は
平
成
24
年
7
月
31
日
に
住
所

の
あ
っ
た
市
町
村
窓
口
で
受
け
付
け

ま
す
。

○
支
給
を
受
け
る
に
は
、
必
ず
申
請
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

○
申
請
時
に
は
、
郵
送
物
に
同
封
さ
れ

て
い
る
「
申
請
書
」
お
よ
び
「
支
給

申
請
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
」、
印
鑑
、

振
込
先
口
座
の
分
か
る
も
の
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

○
被
保
険
者
ご
本
人
が
亡
く
な
ら
れ
た

場
合
は
法
定
相
続
人
の
方
の
申
請
と

な
り
ま
す
が
、
別
途
誓
約
書
の
記
入

お
よ
び
戸
籍
等
が
必
要
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
方
に
は
申
請
の
対
象

と
な
る
旨
の
お
知
ら
せ
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
（
申
請
す
る
場
合

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

　
平
成
23
年
8
月
〜
平
成
24
年
7
月
ま

で
の
間
に
…
…

○
市
町
村
を
越
え
て
転
居
さ
れ
た
方

○
他
の
医
療
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
制

度
に
移
ら
れ
た
方

○
死
亡
さ
れ
た
方
の
法
定
相
続
人

※
具
体
的
な
手
続
き
や
ご
不
明
な
点
に

つ
い
て
は
、
次
の
窓
口
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
0
5
5
（
2
3
6
）
5
6
7
1

・
国
民
健
康
保
険
課
　
高
齢
者
医
療
・

年
金
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1



　8月号からご紹介している、体重－4kg・腹囲－5.7cmと、大幅な改善に成功したＹさ
ん（65歳、男性）の取り組みの第4回目・最終回です。
　Yさんは次のような目標を立て、実際には倍以上の効果が出て、見事脱メタボに成功しました。

■問合せ先　国民健康保険課　☎�055（262）4111

１．改善点がいろいろある中で、自分が無理なくできる目標を立てた。
～改善点すべてを取り組むことは難しいので、自分の生活の中で無理なく、またメタボにつながる一

番大きな問題点に取り組んだことで大きな効果がありました～

２．体重や歩数、飲酒や外食などの記録をつけた。
～食べ過ぎた日の反省を次の日にいかすなど振り返りができることや、体重の変動が一目瞭然にわか

ることで、意識が高まり、継続して取り組むことができました～

３．市で実施したチャレンジ脱メタボ(ためしてCT)教室に参加した。
～腹部CTを撮り内臓・皮下脂肪をみることで客観的にからだの状態を確認できたことやウォーキング

や調理実習、グループワークなどを通して、参加者みんなで刺激しあうことで、より積極的に取り

組むことができました～

　今回、すばらしい成果が出たYさんをシリーズでお伝えしました。他にも

多くの方が脱メタボに取り組まれています。世界にひとつだけの花ではな

いですが、誰一人として同じ人がいないように、脱メタボの取り組みも人

それぞれです。自分にあった取り組みができるよう、私たち保健師・栄養

士はそのお手伝いができればと思っています。ぜひ、この機会に健診を受

けたり、教室に参加するなどご自分と家族の健康を振りかえっていただけ

ればと思います。また、何か気になることがありましたら、いつでもお気

軽にご相談くださいね。では、またの機会に……

体重�72.4kg�→�70.4kg　腹囲�85.7cm�→�83.7cm

目標の体重・腹囲になるためのがんばる大作戦（改善するための行動目標）

①�果物は１日に200ｇまで

②�３時のおやつは食べ過ぎない　

③�ウォーキング30分を継続する

体重�68.4kg�（－4kg）
腹囲�83.7cm�（－5.7cm）

　
が
ん
検
診
に
お
け
る
受
診
促
進
、
が

ん
の
早
期
発
見
、
健
康
の
保
持
お
よ
び

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
「
が
ん
検

診
推
進
事
業
」
を
全
国
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
市
で
は
、
次
の
と
お
り
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
と
検
診
手
帳
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

　
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
方
は
、
早
め

に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、
「
歯
周
疾
患
検
診
」
を
12

月
末
ま
で
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
対

象
者
に
は
、
5
月
に
受
診
券
を
郵
送
し

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
検
診
を
済
ま
せ
て

い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
有
効
期
間
内
に
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
既
に
郵
送
し
て

あ
る
通
知
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
受
診

券
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
再
発
行
が
で

き
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
成
人
保
健
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　
体
力
測
定
、
筋
肉
量
測
定
な
ど
を
行

い
な
が
ら
、
ご
本
人
に
あ
っ
た
運
動
の

仕
方
を
学
び
、
習
慣
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

音
楽
に
合
わ
せ
た
リ
ズ
ム
体
操
、
マ
シ

ー
ン
を
使
用
し
た
体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
な
ど
を
行
い
筋
力
向
上
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
健
康
に
つ
い
て
の
学
習
（
介

護
予
防
・
健
康
に
つ
い
て
、
筋
肉
の
役

割
な
ど
）
も
、
仲
間
と
楽
し
く
学
び
ま

す
。

　
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
「
体

が
軽
く
な
っ
た
」
「
足
や
腰
の
痛
み
が

少
な
く
な
っ
た
」「
生
活
習
慣
病
の
予
防
・

改
善
が
で
き
た
」
「
肥
満
が
改
善
し
た
」

な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

※
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
自
分
で

会
場
ま
で
来
ら
れ
る
方

※
申
し
込
み
後
に
、
保
健
師
と
簡
単
な

面
接
が
あ
り
ま
す
。

▼
定
員
　
各
ク
ラ
ス
10
人

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
高
齢
福
祉
課
　
高
齢
者
支
援
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

子宮頸がん検診

乳がん検診

大腸がん検診

無料クーポン券の有効期間は１月31日までです。
※職場検診で行う子宮がん検診、乳がん検診、大腸がん検

診は対象になりません。

検診名

けい

対象者

平成24年４月１日現在、20歳・25歳・
30歳・35歳・40歳になった女性

平成24年４月１日現在、40歳・45歳・
50歳・55歳・60歳になった女性

平成24年４月１日現在、40歳・45歳・
50歳・55歳・60歳になった女性

山梨県歯科医師会加盟歯科医院

自己負担金なし(検診料金4,227円を助成します)費用

対象者

実施期間

検診内容

実施場所

平成25年3月31日までに、20歳・25歳・30歳・

35歳・40歳・45歳・50歳・55歳・60歳・65歳・

70歳になる市民

歯の状況・歯周組織の状況・口腔清掃の状態・

その他の所見

平成24年6月1日～12月31日

一　宮

クラス
実施期間
（12回）

12月～

平成25年2月

12月～

平成25年2月

場所

いちのみや桃の里

スポーツ公園

体育館

若彦路ふれあい

スポーツ館

実施曜日・時間

毎週水曜日

午後1時30分

～3時

毎週水曜日

午後1時30分

～3時

八　代



　
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
24
年
度
日
本
赤
十
字
社
社
員
（
社
費
）

募
集
活
動
の
実
績
を
ご
報
告
し
ま
す
。

市
全
体
で
社
費
実
績
額
は
1
2
6
5
万

６
８
０
０
円
（
社
員
数
1
万
３
９
３
２

件
）
で
し
た
。

　
ご
協
力
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
社
費
の
全
額
は
日
本
赤
十
字
社
山
梨

県
支
部
へ
送
金
さ
れ
、
国
際
赤
十
字
活

動
、
血
液
事
業
、
医
療
事
業
、
救
護
体

制
の
充
実
、
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
充
実
、
赤
十
字
講
習
の
普
及
、
青

少
年
赤
十
字
の
育
成
、
社
員
増
強
と
広

報
活
動
の
増
進
等
の
各
種
赤
十
字
事
業

に
充
て
ら
れ
ま
す
。
こ
の
内
、
24
年
度

は
2
5
3
万
7
6
8
0
円
が
日
赤
笛
吹

市
地
区
へ
事
務
費
・
事
業
費
交
付
金
と

し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
せ
先

福
祉
総
務
課
　
福
祉
総
務
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
1

　
皆
さ
ん
の
「
善
意
」
に
支
え
ら
れ
る

「
献
血
」
で
、
病
気
や
け
が
で
苦
し
む

人
が
救
わ
れ
ま
す
。

▼
日
時
　
12
月
26
日
（
水
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
午
後
0
時
30
分
〜
3
時
30
分

▼
場
所
　
市
役
所
本
庁
舎
東
側
駐
車
場

▼
持
ち
物
　
献
血
カ
ー
ド
ま
た
は
、
本

人
確
認
の
で
き
る
物
（
運
転
免
許
証
、

各
種
保
険
証
な
ど
）

▼
注
意
事
項
　
次
に
該
当
す
る
方
は
献

血
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
3
日
以
内
に
薬
を
服
用
し
た
方
（
薬

品
名
が
分
か
る
も
の
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
）

○
3
日
以
内
に
歯
の
治
療
を
受
け
た
方

○
海
外
旅
行
か
ら
帰
国
後
４
週
間
以
内

の
方

○
過
去
に
手
術
等
で
輸
血
を
受
け
た
方

※
そ
の
他
、
当
日
お
伺
い
す
る
問
診
や
、

医
師
の
判
断
に
よ
り
お
願
い
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先
�

健
康
づ
く
り
課

　
健
康
企
画
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　
目
の
こ
と
で
、
悩
ん
で
い
る
方
は
お

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
12
月
9
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
県
立
盲
学
校
（
甲
府
市
下
飯

田
2
│
10
│
2
）

▼
費
用
　
無
料

▼
申
込
期
限
　
12
月
6
日
（
木
）

▼
申
込
方
法
　
平
日
午
前
9
時
か
ら
午

後
5
時
ま
で
、
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
県
立
盲
学
校
　
吉
田

　
☎
0
5
5
（
2
2
6
）
3
3
6
1

日赤笛吹市地区平成23年度事業実績報告・平成24年度事業計画表
　笛吹市地区における交付金の使途については次のとおりです。
　23年度については実績報告であり、24年度については事業計画となります。

種
目

事
務
費
交
付
金

事
業
費
交
付
金

対象事業

社員募集活動
に伴う事務的
経費

小計（Ａ）

災害救護費・
血液事業費

救急法等普及費

奉仕団費

青少年赤十字

広報活動

地域福祉活動
費・その他事
務的経費

小計（Ｂ）

合計（Ａ＋Ｂ）

平成23年度
事業実績額

1,272,710円

1,272,710円

199,720円

0円

1,003,150円

10,000円

28,237円

18,889円

1,259,996円

2,532,706円

平成24年度
事業予算額

1,257,680円

1,257,680円

165,000円

10,000円

1,015,000円

30,000円

40,000円

20,000円

1,280,000円

2,537,680円

事業内容及び経費明細

社員（社費）募集活動実施行政区、
奉仕団等への実費弁償費として交
付

青少年赤十字啓発活動費（保育園
慰問、ボランティアスクール開催等）

災害時用備蓄資材等購入他

各種救急法等の普及活動費

笛吹市赤十字奉仕団事業活動助成金
等（本団及び石和・御坂・一宮・八代・
境川・春日居・芦川各分団へ助成）

赤十字広報活動費

福祉活動費・事務消耗品代等

　
次
に
該
当
す
る
心
身
障
が
い
者
の
方

の
自
家
用
自
動
車
燃
料
費
が
助
成
さ
れ

ま
す
。

▼
対
象
者
　
平
成
24
年
度
分
の
自
動
車

税
も
し
く
は
軽
自
動
車
税
の
減
免
を

受
け
て
い
る
方
、
ま
た
は
平
成
25
年

度
か
ら
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
方
で
、
障
が
い
の
程
度
が
次
に
該

当
す
る
心
身
障
が
い
者
、
ま
た
は
、

そ
の
心
身
障
が
い
者
と
生
計
を
一
に

し
て
い
る
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
総
合
等
級
が
1

級
ま
た
は
2
級

○
療
育
手
帳
に
記
載
さ
れ
た
障
が
い
の

程
度
が
A
―
1
、
A
―
2
a
、
A
―

2
b
ま
た
は
A
―
3

○
戦
傷
病
者
手
帳
に
よ
る
障
が
い
の
程

度
が
特
別
項
症
、
第
1
項
症
ま
た
は

第
2
項
症

▼
対
象
期
間
・
燃
料
等
　
平
成
24
年
1

月
1
日
か
ら
平
成
24
年
12
月
31
日
ま

で
に
、
税
の
減
免
を
受
け
た
自
動
車

ま
た
は
軽
自
動
車
で
消
費
す
る
た
め

購
入
し
た
燃
料
（
ガ
ソ
リ
ン
ま
た
は

軽
油
）
。
た
だ
し
、
期
間
の
途
中
で

税
の
減
免
の
手
続
き
を
し
た
場
合
は
、

手
続
き
を
し
た
日
の
翌
月
分
か
ら
が

対
象
期
間
で
す
。

▼
助
成
金
　
「
対
象
期
間
（
月
数
）
×
50
ℓ
」

ま
た
は
「
実
際
の
購
入
量
」
の
少
な

い
方
（
助
成
対
象
量
）
に
、
1
ℓ
あ

た
り
ガ
ソ
リ
ン
な
ら
ば
40
円
、
軽
油

な
ら
ば
18
円
を
乗
じ
た
額

▼
持
ち
物

○
記
入
し
た
山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動

車
燃
料
費
助
成
金
請
求
書

○
宛
名
に
助
成
金
請
求
者
の
氏
名
が
記

載
さ
れ
た
領
収
書
お
よ
び
購
入
計
算

書
、
ま
た
は
販
売
店
で
証
明
さ
れ
た

支
払
い
証
明
書

○
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
戦

傷
病
者
手
帳
の
い
ず
れ
か
（
「
減
免

申
請
済
」
と
押
印
が
あ
る
も
の
）

○
印
鑑
、
減
免
者
の
車
検
証
、
請
求
者

名
義
の
預
金
通
帳

▼
提
出
書
類
等
　
請
求
書
お
よ
び
添
付

書
類
等
は
笛
吹
市
・
山
梨
市
・
甲
州

市
の
障
害
福
祉
担
当
課
の
窓
口
、
ま

た
は
、
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所
・
福

祉
課
窓
口
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。
必

要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
受
付
期
間
内
に
手
続
き
を
し
な
い
場

合
に
は
、
助
成
金
の
支
払
い
は
で
き

ま
せ
ん
。

※
そ
の
他
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
県
�

峡
東
保
健
福
祉
事
務
所

　
福
祉
課

〒
4
0
5
│
0
0
0
3

山
梨
市
下
井
尻
1
2
6
│
1

東
山
梨
合
同
庁
舎
内

☎
0
5
5
3
（
2
0
）
2
7
5
0

℻
0
5
5
3
（
2
0
）
2
7
5
4

・
市
�

福
祉
総
務
課
　
障
害
福
祉
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
３

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
専
門
家
に

よ
る
楽
し
み
な
が
ら
運
動
（
機
能
訓
練
）

が
行
え
る
内
容
で
す
。

▼
対
象
者
　
市
内
在
住
の
障
が
い
者
・

市
内
の
障
が
い
者
施
設
利
用
者

▼
日
時
　
12
月
17
日
（
月
）

　
午
後
1
時
〜
2
時
30
分

▼
会
場
　
御
坂
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
多
目

的
ホ
ー
ル

▼
講
師
　
笛
吹
中
央
病
院
　
作
業
療
法

士
、
理
学
療
法
士

▼
定
員
　
各
30
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
期
限
　
12
月
10
日
（
月
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
栄
養
士
の
先
生
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス

料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
障
が
い
者
・
市

内
の
障
が
い
者
施
設
利
用
者

▼
日
時
　
12
月
21
日
（
金
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館
　
調
理
実
習
室

▼
内
容
　
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
「
作

ろ
う
！
食
べ
よ
う
！
楽
し
も
う
！
」

（
ち
ら
し
寿
司
、
お
す
ま
し
、
ス
ポ

ン
ジ
ケ
ー
キ
を
作
ろ
う
！
ビ
ン
ゴ
大

会
、
防
災
意
識
向
上
の
た

�
め
カ
ン
パ
ン
持
ち
帰
り
）

▼
定
員
　
40
人

▼
参
加
費
　
3
0
0
円
以
内

▼
申
込
期
限
　
12
月
14
日
（
金
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
障
害
者
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
え
ふ
き

☎
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
7
7

℻
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
6
9

▼受付日時・場所

1月15日（火）
1月17日（木）
1月22日（火）
1月24日（木）
1月25日（金）

東山梨合同庁舎・101会議室
山梨市役所西館・1階101会議室
スコレーセンター　会議室　
学びの杜みさか　講座教室
甲州市「市民文化会館」視聴覚室

・午前10時
　～正午
・午後1時
　～3時

受付時間

持
　
参

日程
（平成25年） 場　所

郵
送

峡東保健福祉事務所福祉課宛に郵送してください。
平成25年1月7日（月）～2月8日（金）までの消印のあるもの
が有効です。(手帳・車検証・預金通帳のコピーを添付)

※都合により会場に来られない場合は、峡東保健福祉事務所で、
平成25年1月7日（月）から2月8日（金）まで随時受け付けます。



　
賞
味
期
限
内
で
、
ま
だ
十
分
に
安
全

に
食
べ
ら
れ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
箱

が
壊
れ
た
り
、
印
字
が
薄
く
な
っ
た
り

し
て
販
売
で
き
な
い
食
品
を
、
企
業
や

農
家
か
ら
寄
贈
し
て
も
ら
い
、
必
要
と

し
て
い
る
施
設
や
団
体
、
個
人
に
無
償

で
提
供
す
る
活
動
を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と

い
い
ま
す
。

　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨
で
は
、
行
政
の

福
祉
担
当
部
署
や
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
か
ら
の
申
請
に
よ
り
、
食
に
困
る
方

へ
食
品
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

厳
し
い
経
済
情
勢
が
続
く
中
、
失
業
者

や
ひ
と
り
親
家
庭
、
高
齢
者
の
方
な
ど

で
生
活
に
困
窮
す
る
方
が
増
え
て
い
て
、

た
く
さ
ん
の
食
品
が
必
要
で
す
が
、
そ

の
食
品
は
常
に
不
足
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
食
を
必
要
と
す
る
方
た
ち

へ
お
届
け
す
る
食
品
を
市
民
参
加
で
集

め
る
取
り
組
み
を
「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」

と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
市
民
が
少

し
ず
つ
力
を
出
し
あ
っ
て
、
食
に
お
困

り
の
方
た
ち
を
支
え
る
活
動
で
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　
12
月
3
日
（
月
）
〜
17
日
（
月
）

▼
寄
付
食
品
　
お
米
、
缶
詰
、
カ
ッ
プ

ラ
ー
メ
ン
、
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
な
ど

の
レ
ト
ル
ト
食
品
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト

ラ
ー
メ
ン
、
パ
ス
タ
、
う
ど
ん
な
ど

の
麺
類

▼
収
集
場
所
　
市
社
会
福
祉
協
議
会
　

各
地
域
事
務
所

▼
注
意
事
項

○
賞
味
期
限
が
明
記
さ
れ
て
い
て
1
カ

月
以
上
あ
る
も
の

○
未
開
封
で
あ
る
も
の

○
お
米
は
常
識
の
範
囲
で
古
く
な
い
も
の

■
問
合
せ
先

・
N
P
O
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨

　
☎
0
5
5
（
2
8
2
）
8
7
9
8

・
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課
本
所

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
1
8
2

　
県
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
や
け
が

人
の
方
な
ど
、
車
の
乗
り
降
り
や
移
動

に
配
慮
の
必
要
な
方
が
、
公
共
施
設
、

店
舗
等
の
障
が
い
者
用
の
駐
車
場
に
車

を
と
め
、
安
全
か
つ
安
心
し
て
施
設
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
「
や
ま

な
し
思
い
や
り
パ
ー
キ
ン
グ
制
度
」
を

11
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
に
は
「
思
い
や
り
駐

車
区
画
利
用
証
」
を
交
付
し
、
県
と
協

定
を
結
ん
で
い
る
駐
車
場
の
「
思
い
や

り
駐
車
区
画
」
を
利
用
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
利
用
者
証
の
申
請
手
続
き
は
、
県
保

健
福
祉
事
務
所
の
ほ
か
、
市
役
所
福
祉

総
務
課
障
害
福
祉
担
当
窓
口
ま
た
は
各

支
所
で
も
受
け
付
け
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
市
福
祉
総
務
課
　
障
害
福
祉
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
３

・
県
福
祉
保
健
部
　
障
害
福
祉
課

　
☎
0
5
5
（
2
2
3
）
1
4
6
0

【作り方】
①なすはへたを取り、縦に6等分に切る。それぞれ縦に2/3くらいまでに切り目を入れる。
②かいわれ大根は長さを3等分に切る。豚肉は長さを半分に切る。
③あわせ調味料の材料を混ぜ合わせておく。
④フライパンを中火で熱し、豚肉を広げて入れる。時々かえしながら3分ほど焼き、脂が

出てカリッとしたら取り出す。同じフライパンになすを皮目を下にして並べ、ときど
き返しながら中火で４～５分焼く。

⑤器になすを盛り、豚肉、大根おろし、かいわれ大根をのせ、合わせ調味料を回しかける。

■問合せ先　健康づくり課　健康企画担当　☎055（261）1901

主菜2つ
副菜２つ

材　料（4人分）
豚バラ肉薄切り…300g
なす………………5個
かいわれ大根……適宜
大根おろし………100～200g

【あわせ調味料】
酢…………………大さじ4
しょうゆ…………大さじ4
みりん……………小さじ4 笛吹市の食材

なす

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

（
第
2
期
・
第
3
期
・
第
4
期
）

　
以
前
、
関
東
地
方
を
中
心
に
麻
し
ん

（
は
し
か
）
が
流
行
し
ま
し
た
。
麻
し

ん
は
、
重
症
に
な
る
と
生
命
に
危
険
を

及
ぼ
し
た
り
、
重
い
後
遺
症
を
残
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
予
防
接
種
を

し
て
い
な
い
と
、
国
外
へ
の
旅
行
が
制

限
（
入
国
を
拒
否
）
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
次
の
方
は
、
平
成
25
年
3
月
31
日
（
日
）

ま
で
無
料
で
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
既
に
予
診
票
を
送
付
し
て
い
ま
す

の
で
、
接
種
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
早

め
の
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。
期
限
を

過
ぎ
る
と
自
己
負
担
（
１
万
円
位
）
で

の
接
種
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
時
限
措
置
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
た
第
3
期
お
よ
び
第
4
期
の
予
防

接
種
は
平
成
24
年
度
で
終
了
と
な
り
ま

す
。

▼
【
第
2
期
】
小
学
校
就
学
前
の
方

　
（
H
18
・
4
・
2
〜
H
19
・
4
・
1

生
ま
れ
）

▼
【
第
3
期
】
中
学
1
年
生
に
相
当
す

る
年
齢
の
方
（
H
11
・
4
・
2
〜
H

12
・
4
・
1
生
ま
れ
）

▼
【
第
4
期
】
高
校
3
年
生
に
相
当
す

る
年
齢
の
方
（
H
6
・
4
・
2
〜
H
7
・

4
・
1
生
ま
れ
）

※
接
種
回
数
は
、
各
期
と
も
1
回

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン（
女
子
）、

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

　
国
の
補
助
事
業
お
よ
び
市
独
自
事
業

と
し
て
期
間
限
定
で
実
施
し
て
い
る
次

の
予
防
接
種
に
つ
き
ま
し
て
も
、
平
成

25
年
3
月
31

日
（
日
）
ま
で

無
料
で
予
防

接
種
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

既
に
予
診
票

を
送
付
し
て

い
ま
す
の
で
、

接
種
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、

早
め
の
接
種

を
お
願
い
し

ま
す
。
期
限

を
過
ぎ
る
と

自
己
負
担（
１

回
当
た
り
９

０
０
０
円
〜

１
万
６
０
０
０
円
位
）
の
接
種
と
な
り

ま
す
。

　
接
種
回
数
は
接
種
開
始
年
齢
に
よ
り

異
な
り
ま
す
の
で
、
予
診
票
に
添
付
さ

れ
て
い
る
案
内
を
確
認
さ
れ
る
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

　
9
月
の
ワ
ク
チ
ン
導
入
時
に
定
期
予

防
接
種
の
承
認
を
受
け
て
い
な
か
っ
た

追
加
接
種
に
つ
き
ま
し
て
は
、
10
月
23

日
か
ら
定
期
接
種
と
し
て
認
め
ら
れ
、

公
費
負
担
で
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

4
種
混
合（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・

破
傷
風
・
不
活
化
ポ
リ
オ
）
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種

　
11
月
か
ら
4
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
が
定

期
予
防
接
種
と
し
て
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
お
よ

び
3
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
既
に
接
種
し

始
め
て
い
る
方
は
、
4
種
混
合
ワ
ク
チ

ン
の
供
給
不
足
を
避
け
る
た
め
に
、
中

途
で
の
4
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
へ
の
切
り

替
え
は
避
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

健
康
づ
く
り
課
　
母
子
保
健
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　
オ
イ
ル
を
使
っ
た
3
回
コ
ー
ス
の
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の

心
理
を
学
ぶ
時
間
や
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も

あ
り
ま
す
。

▼
対
象
　
生
後
2
カ
月
か
ら
ハ
イ
ハ
イ

前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

▼
日
時
　
12
月
6
日
（
木
）・
13
日
（
木
）・

20
日
（
木
）
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ

う
（
石
和
町
市
部
4
4
8
）

▼
講
師
　
N
P
O
法
人
国
際
ボ
ン
デ
ィ

ン
グ
協
会
認
定
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

▼
定
員
　
10
組
（
先
着
順
）

※
最
小
遂
行
組
数
　
3
組

▼
参
加
費

　
3
回
コ
ー
ス
で
3
0
0
0
円

（
心
理
学
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
付
音
楽

C
D
と
オ
イ
ル
1
本
付
き
）

▼
持
ち
物
　
普
段
使
っ
て
い
る
バ
ス
タ

オ
ル
・
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、
お
子
さ

ん
の
身
の
回
り
品
と
飲
み
物

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
N
P
O
法
人

　H
a

p
p

y

　S
p

a
c

e
�

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
2
1
8

　
育
児
中
の
気
分
転
換
に
、
身
体
を
動

か
し
汗
を
か
い
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

し
ょ
う
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
親
子

▼
日
時
　
12
月
18
日
（
火
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所

　
八
代
総
合
会
館
　
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
講
師
　
半
田
美
恵
子
氏

▼
定
員
　
15
組
（
先
着
順
・
託
児
付
き
）

▼
持
ち
物

　
室
内
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
2
5
2

小児用肺炎球菌
ワクチン

2カ月～
小学校就学前

1～4回（接種開始
年齢による）

予防接種名称 対象者 接種回数

子宮頸がん
予防ワクチン

ヒブワクチン

中１～高１

2カ月～
5歳未満

3回

1～4回（接種開始
年齢による）



▼
利
用
の
対
象
と
な
る
児
童

　
市
内
の
小
学
校
に
在
学
す
る
児
童

で
次
の
よ
う
な
場
合
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

①
保
護
者
が
就
労
の
た
め
、
児
童
が
帰

宅
し
て
も
保
護
者
に
代
わ
る
者
が
い

な
い
3
年
生
以
下
の
児
童

②
保
護
者
の
出
産
、
傷
病
そ
の
他
の
理

由
に
よ
り
、
緊
急
か
つ
一
時
的
に
保

護
者
ま
た
は
保
護
者
に
代
わ
る
者
が

い
な
い
3
年
生
以
下
の
児
童

③
�

①
②
の
ほ
か
、
市
長
が
特
に
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
児
童

　
　
な
お
、
定
員
を
超
え
る
場
合
は
、

市
の
規
則
に
基
づ
き
、
優
先
決
定
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
利
用
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
現
在
、
学
童
保
育
を
利
用
し
て
い
る

児
童
も
申
請
が
必
要
で
す
。

　
　
夏
休
み
等
長
期
休
暇
の
み
の
申
請

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
在
学
す
る
小
学
校
が
変
わ
る
場
合

は
、
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
受
付
方
法

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
提
出
く
だ
さ
い
。
受
付
場
所
は
、

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
ご
と
に
異
な
り
ま

す
の
で
、
一
覧
表
で
確
認
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
許
可
の
決
定
に
つ
い
て

　
利
用
の
許
可
決
定
に
つ
い
て
は
、

許
可
・
不
許
可
に
か
か
わ
ら
ず
、
平

成
25
年
3
月
上
旬
に
通
知
を
送
付
し

ま
す
。

　市では、平成25年度学童保育利用申請書を次のとおり受け付けます。

▼受付期間および時間・場所

▼学童保育クラブ一覧

１２月１０日（月）～
１２月１４日（金）　

１２月９日（日）

市役所南館児童課

午前９時～
午後４時

午前９時～
午後６時30分

各支所

午前９時～午後５時

各学童保育室

受付不可 受付不可

児童下校時～
午後６時30分

※期間を過ぎて申請があった場合は、待機とさせていただきます。

かすがい第一・第二学童保育クラブ

名　　称

石和南小第一・第二学童保育クラブ

石和東小学童保育クラブ

石和北小学童保育クラブ

富士見小学童保育クラブ

石和西小第一・第二学童保育クラブ

御坂第一・第二・第三学童保育クラブ

一宮第一・第二学童保育クラブ

八代第一・第二学童保育クラブ

境川学童保育クラブ

所在地

石和町市部720番地
　石和南小学校内

石和町中川483番地１
　はなぶさふれあい児童館内
石和町中川478番地
　石和東小学校内

石和町松本1442番地20
　石和北小学校内

石和町今井10番地
　富士見小学校内

石和町唐柏360番地
　石和西小学校内

御坂町栗合372番地12
　御坂児童センター内

一宮町末木798番地１
　一宮児童館内（第一）
　一宮保健センター内（第二）

八代町南545番地1（第一）
　八代児童センター内
八代町南544番地（第二）
　若彦路ふれあいセンター別館内

境川町小黒坂1652番地
　境川児童館内

春日居町加茂97番地１（第一）
　春日居児童センター内
春日居町加茂77番地１（第二）
　春日居福祉保健センター内

定員

80

80

70

40

70

110

99

125

125

45

申請書受付場所

児童課（市役所南館）
各学童保育クラブ

御坂支所住民課
御坂学童保育クラブ
児童課（市役所南館）
一宮支所住民課
一宮学童保育クラブ
児童課（市役所南館）

八代支所住民課
八代学童保育クラブ
児童課（市役所南館）

境川支所地域住民課
境川学童保育クラブ
児童課（市役所南館）

春日居支所地域住民課
かすがい学童保育クラブ
児童課（市役所南館）

▼
申
請
書
配
布
に
つ
い
て

　
申
請
書
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
南

館
内
児
童
課
窓
口
・
各
支
所
の
住
民

課
、
地
域
住
民
課
窓
口
・
各
学
童
保

育
ク
ラ
ブ
に
備
え
て
い
る
の
で
、
利

用
希
望
者
は
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
期
間
　
平
成
25
年
4
月
1
日
〜

平
成
26
年
3
月
31
日

▼
保
育
時
間

○
小
学
校
の
平
日
授
業
日

　
児
童
の
下
校
時
〜
午
後
6
時
30
分

○
小
学
校
の
平
日
休
業
日
（
学
校
行
事

振
替
休
日
、
春
・
夏
・
冬
休
み
期
間

等
）

　
午
前
8
時
〜
午
後
6
時
30
分

※
原
則
と
し
て
土
・
日
・
祝
祭
日
、
12

月
29
日
〜
1
月
3
日
は
閉
館
と
な
り

ま
す
。

※
土
曜
日
に
つ
い
て
は
月
1
回
学
童
保

育
を
試
行
的
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

そ
の
ほ
か
災
害
な
ど
に
よ
り
学
校
が

休
校
と
な
る
場
合
、
保
育
を
実
施
し

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
保
護
者
負
担
金

　
児
童
一
人
に
つ
き
月
額
２
０
０
０

円
の
学
童
保
育
料
を
負
担
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
（
た
だ
し
、
世
帯
の
所

得
状
況
に
よ
り
減
免
の
規
定
が
あ
り

ま
す
）

※
お
や
つ
は
原
則
と
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

※
学
童
保
育
料
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
、

申
請
を
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

※
学
童
保
育
料
を
滞
納
し
た
場
合
は
、

学
童
保
育
の
利
用
を
辞
退
し
て
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
児
童
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
4

　
市
は
、
東
海
地
震
が
発

生
し
た
場
合
、
大
き
な
地

震
災
害
を
受
け
る
恐
れ
が

あ
る
「
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
」
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
無
料

耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
工
事
等
の
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
「
わ
が
家
の

安
心
安
全
」
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

無
料
耐
震
診
断

▼
対
象
住
宅
　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満

た
す
住
宅
が
対
象
で
す
。

○
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
住
宅

○
木
造
在
来
工
法
で
建
て
ら
れ
た
2
階

建
て
以
下
の
住
宅
（
プ
レ
ハ
ブ
工
法
、

ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
な
ど
は
対
象
外
）

○
長
屋
お
よ
び
共
同
住
宅
以
外
の
も
の

○
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
床
面
積
の

2
分
の
1
以
上
が
住
宅
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
も
の

○
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
が
所
有
し
、

居
住
し
て
い
る
住
宅
（
複
数
の
住
宅

所
有
者
の
場
合
は
、
主
に
居
住
し
て

い
る
1
棟
が
対
象
で
す
）

▼
募
集
戸
数
　
10
戸
（
先
着
順
）

▼
診
断
費
用
　
無
料
（
市
が
全
額
負
担
）

▼
申
込
期
限
　
12
月
28
日
（
金
）

▼
申
込
方
法
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
ま

た
は
各
支
所
に
備
え
て
あ
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

耐
震
改
修
・
建
替
工
事
等
に

対
す
る
補
助
制
度

▼
対
象
住
宅

○
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
し

た
、
2
階
建
て
以
下
の
木
造
在
来
工

法
で
建
築
さ
れ
た
住
宅
で
、
「
山
梨

県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

に
基
づ
い
て
行
う
耐
震
診
断
（
前
述

の
耐
震
診
断
も
該
当
）
な
ど
で
、
総

合
評
点
が
1
・
0
未
満
と
判
定
さ
れ

た
個
人
住
宅
（
自
己
用
）
な
ど

○
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
方
の
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

▼
対
象
工
事
等
　
耐
震
改
修
は
、
住
宅

の
総
合
評
点
が
1
・
0
以
上
と
な
る

よ
う
に
行
う
耐
震
改
修
工
事
（
耐
震

補
強
に
結
び
つ
か
な
い
工
事
は
除
く
）。

耐
震
化
建
替
は
、
既
存
の
住
宅
を
取

り
壊
し
新
築
す
る
こ
と
が
条
件
に
な

り
ま
す
。
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
は
、
耐

震
基
準
に
適
合
し
た
も
の
を
設
置
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
補
助
内
容
　
耐
震
改
修
に
つ
い
て
は
、

そ
の
工
事
に
要
す
る
費
用
の
3
分
の

2
以
内
か
つ
80
万
円
が
上
限
で
す
。

耐
震
化
建
替
に
つ
い
て
は
、
40
万
円

が
限
度
額
に
な
り
ま
す
。
シ
ェ
ル
タ

ー
設
置
は
、
そ
の
工
事
に
要
す
る
費

用
の
3
分
の
2
以
内
か
つ
24
万
円
が

上
限
で
す
。

▼
申
込
方
法
　
い
ず
れ
の
補
助
金
も
着

手
前
に
、
必
ず
申
請
・
協
議
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
申
請
書
を
審
査

し
補
助
基
準
に
適
合
し
た
場
合
、
市

か
ら
決
定
通
知
が
届
い
た
後
工
事
に

着
手
し
て
く
だ
さ
い
。
す
で
に
工
事

着
手
し
た
も
の
や
完
成
し
た
も
の
は
、

補
助
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課

　
計
画
指
導
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
4



年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ
の
無

料
申
告
相
談

　
ご
利
用
の
際
に
は
、
税
務
署
か
ら
送

ら
れ
た
申
告
書
や
収
支
内
訳
書
の
ほ
か
、

前
年
申
告
し
た
控
、
源
泉
徴
収
票
、
各

種
控
除
の
証
明
書
、
印
鑑
な
ど
を
忘
れ

ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
確
定
申
告
書
の
作
成
方
法
等
の
不
明

な
点
を
税
理
士
が
答
え
ま
す
。

▼
相
談
会
場
で
は
、
先
着
順
に
ご
案
内

し
ま
す
の
で
、
混
雑
し
て
い
る
場
合

は
相
談
会
場
で
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

▼
午
前
中
は
大
変
混
雑
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
午
後
か
ら
の
ご

利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
正
午
か
ら
午
後
1
時
の
間
は
、
指
導

員
の
昼
休
み
時
間
の
た
め
、
申
告
書

の
作
成
指
導
等
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
事
業
・
農
業
所
得
お
よ
び
土
地
・
建

物
・
株
式
な
ど
の
譲
渡
所
得
の
あ
る

方
を
除
き
ま
す
。

青
色
決
算
書
用
紙
の
事
前
送
付
を
廃

止　
税
務
署
で
は
、
行
政
コ
ス
ト
削
減
の

観
点
か
ら
青
色
決
算
書
用
紙
の
事
前
送

付
を
廃
止
し
、
確
定
申
告
書
用
紙
に
同

封
し
て
送
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
電
子
申
告
（e

-
T

a
x

）
さ
れ

て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
申
告
書
等

の
送
付
は
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

所
得
税
が
変
わ
り
ま
し
た

　
公
的
年
金
等
の
収
入
が
4
0
0
万
円

以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
公
的
年
金
等
に

係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万

円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得
税
の

確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
要
し

ま
せ
ん
。

※
こ
の
場
合
で
も
、
所
得
税
の
還
付
を

受
け
る
た
め
の
申
告
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
公
的
年
金
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万

円
以
下
で
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の

提
出
を
要
し
な
い
場
合
で
も
、
住
民

税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

確
定
申
告
書
の
作
成
は
、
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
作
成
コ

ー
ナ
ー
」で
！

　
「
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
の

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力

す
れ
ば
税
額
な
ど
が
自
動
計
算
さ
れ
、

所
得
税
、
消
費
税
の
申
告
書
や
青
色
申

告
決
算
書
な
ど
を
作
成
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
山
梨
税
務
署

�
個
人
課
税
�

第
1
部
門

�
☎
0
5
5
3
（
2
2
）
1
4
1
1

　
家
屋
を
新
築
・
増
築
・

滅
失
し
た
時
に
は
、
「
家

屋
新
築
・
増
築
・
滅
失
申

告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
市
で
は
、
提
出
さ
れ
た

申
告
書
に
基
づ
き
、
新
・

増
築
の
家
屋
評
価
お
よ
び
滅
失
家
屋
の

現
地
確
認
を
行
い
、
固
定
資
産
課
税
台

帳
へ
の
登
録
お
よ
び
削
除
を
行
い
ま
す
。

　
提
出
が
な
い
場
合
に
は
、
「
賦
課
期

日
（
1
月
1
日
）
に
家
屋
が
存
在
す
る

の
に
、
証
明
書
が
発
行
で
き
な
い
」
「
家

屋
が
存
在
し
な
い
の
に
課
税
に
な
っ
て

い
る
」
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
が
生
じ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
プ
レ
ハ
ブ
の
車
庫
や
物
置
も
対
象
に

な
り
ま
す
の
で
、
お
忘
れ
の
な
い
よ
う

に
申
告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
を
滅

失
し
た
場
合
は
、
法
務
局
で
滅
失
登
記

を
併
せ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
期
限
　
平
成
25
年
1
月
末
日

▼
提
出
書
類

　
　
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
に
備
え
付

け
て
い
る
「
家
屋
新
築
・
増
築
・
滅

失
申
告
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
税
務
課
　
資
産
税
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
国
の
工
業
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
工

業
に
関
す
る
施
策
の
基
礎
資
料
を
得
る

た
め
に
、
平
成
24
年
12
月
31
日
を
基
準

日
と
し
て
平
成
24
年
工
業
統
計
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
12
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
、
調
査
対

象
の
事
業
者
に
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容

に
つ
い
て
は
、
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、
正
確
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
市
�

経
営
企
画
課
　
経
営
政
策
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

・
県
�

統
計
調
査
課
　
商
工
業
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
2
3
）
1
3
4
3

1月25日
（金）

○午前10時～正午
受付は11：30まで

○午後1時～4時
受付は15：30まで

開催月日

1月23日
（水）

1月24日
（木）

会　場

甲州市役所
２階第１会議室

（ 甲 州 市 塩 山 上
於曽1085-1）

山梨市役所西館
５階502会議室

（ 山 梨 市 小 原 西
843）

スコレーセンター
集会室

受付時間老
後
生
活
は
、
こ
ん
な
に
長
い

　
65
歳
か
ら
の
平
均
余
命
は
、
男
性
19

年
、
女
性
24
年
で
す
。

老
後
生
活
は
、
こ
ん
な
に
お
金
が
か

か
る

　
65
歳
以
上
の
農
家
夫
婦
の
家
計
費
は

年
間
2
7
7
万
円
必
要
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
国
民
年
金
だ
け
で
は
夫
婦
で
年

間
1
5
7
万
円
で
、
年
間
1
2
0
万
円

（
１
カ
月
あ
た
り
約
10
万
円
）
不
足
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
老
後
の
生
活
を
安
心
し
て
送
る
た
め

に
も
、
ぜ
ひ
農
業
者
年
金
の
ご
加
入
を

お
薦
め
し
ま
す
。

農
業
者
年
金
の
特
色

▼
農
業
に
従
事
す
る
人
は
広
く
加
入
で

き
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者
で
、

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60

歳
未
満
の
人
は
、
誰
で
も
加
入
で
き

ま
す
。
脱
退
も
自
由
で
す
。
脱
退
一

時
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
加
入

期
間
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ま
で
に

支
払
っ
た
保
険
料
は
将
来
年
金
と
し

て
受
け
取
れ
ま
す
。

▼
少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い
年
金
で
す
。

　
将
来
の
年
金
受
給
に
必
要
な
原
資

を
自
分
で
積
立
て
る
、
積
立
方
式
の

確
定
拠
出
型
年
金
で
す
、
年
金
額
が

加
入
者
・
受
給
者
の
数
に
影
響
さ
れ

な
い
安
定
し
た
制
度
で
す
。

▼
保
険
料
の
額
は
自
由
に
決
め
ら
れ
ま
す
。

　
毎
月
の
保
険
料
は
2
万
円
を
基
本

と
し
、
最
高
6
万
7
0
0
0
円
ま
で

千
円
単
位
で
選
択
で
き
ま
す
。
農
業

経
営
の
状
況
や
、
老
後
設
計
に
応
じ

て
、
い
つ
で
も
見
直
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
認
定
農
業
者
な
ど
の
一
定

の
要
件
を
満
た
す
農
業
者
に
は
国
か

ら
の
保
険
料
の
国
庫
補
助
（
政
策
支

援
）
が
あ
り
ま
す
。

▼
80
歳
ま
で
の
保
証
が
付
い
た
終
身
年

金
で
す
。

　
年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。
仮

に
加
入
者
・
受
給
者
が
80
歳
前
に
亡

く
な
っ
た
場
合
で
も
、
死
亡
し
た
翌

月
か
ら
80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る
は

ず
で
あ
っ
た
農
業
者
老
齢
年
金
が
、

死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

▼
税
制
面
で
も
特
例
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
支
払
っ
た
保
険
料
（
最
高
年
額
80

・
4
万
円
）
は
全
額
、
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
（
民
間

の
個
人
年
金
の
場
合
、
控
除
額
の
上

限
は
5
万
円
）

　
受
け
取
る
農
業
者
年
金
も
公
的
年

金
等
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
（
65

歳
か
ら
年
金
受
給
の
場
合
は
国
民
年

金
（
基
礎
年
金
）
と
合
わ
せ
て
年
額

１
２
０
万
円
ま
で
は
非
課
税
）

▼
毎
年
の
積
立
金
が
一
目
で
分
か
り
ま

す
。

　
農
業
者
年
金
基
金
よ
り
毎
年
、
前

年
度
に
納
付
し
た
保
険
料
、
前
年
度

の
運
用
益
、
前
年
度
末
の
積
立
金
の

総
額
が
各
個
人
ご
と
に
通
知
さ
れ
ま

す
。

　
農
業
者
年
金
加
入
の
お
申
し
込
み
や

ご
相
談
は
農
業
委
員
会
事
務
局
、
ま
た

は
お
近
く
の
J
A
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
0
3
8

　
公
共
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ

た
区
域
の
方
か
ら
は
、
受
益
者
負
担
金

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
12
月
は
本
年
度
の
最
終
の
納
期
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
過
去
の
受
益
者
負
担

金
の
納
め
忘
れ
は
な
い
か
、
も
う
一
度

お
確
か
め
く
だ
さ
い
。
納
付
状
況
が
ご

不
明
な
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

受
益
者
負
担
金
の
口
座
振
替

　
市
で
は
、
受
益
者
負
担
金
の
お
支
払

い
に
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
は
、
金
融
機
関
の
窓
口
に
出

向
く
必
要
の
な
い
大
変
便
利
な
制
度
で

す
の
で
、
積
極
的
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法

　
次
の
も
の
を
持
参
し
て
、
指
定
金

融
機
関
の
窓
口
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

○
印
鑑
（
金
融
機
関
取
引
印
）

○
預
貯
金
通
帳

○
納
入
通
知
書
兼
領
収
書
等
（
お
客
様

の
通
知
書
番
号
が
わ
か
る
も
の
）

▼
指
定
金
融
機
関
（
次
の

　
本
店
お
よ
び
各
支
店
）

○
山
梨
中
央
銀
行

○
笛
吹
農
業
協
同
組
合

○
甲
府
信
用
金
庫

○
山
梨
信
用
金
庫

○
山
梨
県
民
信
用
組
合

○
フ
ル
ー
ツ
山
梨
農
業
協
同
組
合
（
本

所
・
金
融
取
扱
支
所
）

○
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

※
口
座
振
替
依
頼
書
は
市
内
の
金
融
機

関
お
よ
び
下
水
道
課
（
南
館
内
）
に

備
え
て
い
ま
す
。
市
外
に
お
住
ま
い

の
方
は
、
下
水
道
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
下
水
道
課
　
総
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
7



▼
日
時
・
場
所

○
12
月
7
日
（
金
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

春
日
居
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

○
12
月
16
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

（
両
日
と
も
受
付
は
4
時
ま
で
）

※
初
回
の
相
談
に
は
、
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
継
続
し
た
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

結
婚
相
談
所
へ
の
登
録
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
登
録
に
は
印
鑑
・
Ｌ
版
写

真
2
枚
・
独
身
証
明
書
・
身
分
証
明

書
の
写
し
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
他
市
町
主
催
の
出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー

情
報
を
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支

援
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

・
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支
援
サ
イ

ト
『
よ
っ
ち
ゃ
ば
る
ネ
ッ
ト
』

h
ttp

s
:/

/
o

p
e

n
c
ity

.jp
/

fu
e

fu
k

i/

・
携
帯
サ
イ
ト

h
ttp

s
:/

/
o

p
e

n
c

ity
.jp

/
fu

e
fu

k
i

/
m

o
b

ile
/

m
o

b
ile

.js
p

※
市
結
婚
相
談
員
は
、
電
話
で
相
談
所

登
録
者
以
外
の
方
に
結
婚
適
齢
者
の

情
報
を
聞
き
だ
す
こ
と
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
市
結
婚
相
談

員
を
装
う
電
話
が
あ
っ
て
も
、
情
報

を
提
供
し
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
活
動
支
援
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
（H

u
m

a
n

�

R
ig

h
ts

�
D

a
y

）
」
で
す
。

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
本
年
も
12
月
4
日
（
火
）
か
ら

10
日
（
月
）
ま
で
の
1
週
間
を
「
第
64
回

人
権
週
間
」
と
定
め
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
人
権
の
尊
重
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

▼
啓
発
活
動
重
点
目
標

「
み
ん
な
で
築
こ
う
　
人
権
の
世
紀
〜

考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち
　
育
て
よ

う
　
思
い
や
り
の
心
〜
」

▼
人
権
週
間
の
強
調
事
項

○
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

○
障
が
い
の
あ
る
人
の
自
立
と
社
会
参

加
を
進
め
よ
う
　
な
ど

　
人
権
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
気
軽

に
、
最
寄
り
の
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は

法
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
、
秘
密
厳
守
で
、
特
に
手
続
等
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
相
談
・
問
合
せ
先

・
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番

　
☎
0
1
2
0
（
0
0
7
）
1
1
0

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
0
5
7
0
（
0
7
0
）
8
1
0

・
甲
府
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
☎
0
5
5
（
2
5
2
）
7
2
3
9

　
総
務
省
山
梨
行
政
評
価
事
務
所
で
は
、

合
同
行
政
相
談
所
を
特
設
し
ま
す
。
登

記
や
戸
籍
、
年
金
、
介
護
、
福
祉
、
雇

用
、
賃
金
、
道
路
な
ど
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
じ
め
に
関
す
る

相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

▼
日
時
　
12
月
1
日
（
土
）

　
受
付
　
午
後
1
時
〜
4
時
30
分

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

▼
参
加
予
定
機
関
　
県
行
政
書
士
会
、

県
弁
護
士
会
、
県
司
法
書
士
会
　
な
ど

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

■
問
合
せ
先
　
総
務
省
山
梨
県
行
政
評

価
事
務
所
　
行
政
相
談
課

　
☎
0
5
7
0
―
0
9
0
1
1
0

　
市
行
政
相
談
委
員
の

長
沼
佳
子
さ
ん
が
、
10

月
3
日
、
総
務
大
臣
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
長
沼
佳
子
さ
ん
は
、
平
成
13
年
4
月

に
総
務
大
臣
か
ら
行
政
相
談
委
員
に
委

嘱
さ
れ
て
以
降
、
現
在
ま
で
行
政
相
談

活
動
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
、
行
政
相

談
委
員
と
し
て
の
業
績
が
認
め
ら
れ
て

表
彰
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
苦
情

や
意
見
・
要
望
を
お
聞
き
す
る
た
め
に

総
合
相
談
を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
３
８

▼
日
時
　
12
月
19
日
（
水
）

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
会
場
　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
2
階

▼
相
談
時
間
　
1
人
　
30
分
以
内

▼
相
談
員
　
網
倉
義
久
氏
（
司
法
書
士
）

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
３
８

　
平
成
25
・
26
年
度
に
市
が
行
う
競
争

入
札
に
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
次
の

要
領
に
基
づ
き
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
個
人
事
業
者
、
法
人
事
業
者
な
ど
の

別
は
問
い
ま
せ
ん
。

▼
登
録
申
請
区
分

○
建
設
工
事

○
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

○
物
品
・
役
務

※
複
数
の
申
請
区
分
に
登
録
を
希
望
す

る
場
合
は
、
各
区
分
で
の
申
請
が
必

要
で
す
。

▼
申
請
基
準
日
　
平
成
25
年
1
月
1
日

▼
登
録
有
効
期
間
　
平
成
25
年
4
月
1

日
〜
平
成
27
年
3
月
31
日

▼
申
請
受
付
期
間

平
成
25
年
1
月
10
日
（
木
）
〜
1
月
31

日
（
木
）
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
4

時
▼
申
請
方
法
　
持
参
の
み
（
郵
送
等
は

受
け
付
け
ま
せ
ん
）

▼
受
付
場
所

　
管
財
課
（
市
役
所
本
庁
舎
3
階
）

※
詳
し
い
説
明
資
料
や
提
出
書
類
の
様

式
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
管
財
課
　
契
約
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
0
3
0

※総合評価

（金額は税抜き価格です）

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

笛吹市石和保健福祉センター改修LAN工事

下水道関連��配水管布設替工事（八代1工区）

一宮町舗装本復旧工事第1工区（竹原田）

舗装本復旧工事第2工区（八代）

市道1-17号線舗装工事

農業用施設緊急補修業務委託（4工区）

農業用施設緊急補修業務委託（5工区）

下水道管渠布設工事第5工区（八代）

市道4196号線側溝改修工事（2工区）

市道2322号線側溝改修工事（2工区）

市道2-18号線道路改良工事

市道3027号線側溝改修工事

井之上農道改良工事

国分農道改良工事

今井川改修工事

蕎麦塚農道改良測量設計用地調査業務委託

春日居福祉保健センター外壁改修工事

消防団御坂分団第12部拠点施設新築工事

舗装本復旧工事第1工区（八代）

舗装本復旧工事第3工区（石和）

舗装本復旧工事第4工区（春日居）

市道4269号線路側補修工事

市道3205号線側溝改修工事

市道1308号線道路改良工事

市道1-26号線（旧御坂950号線）4号取付工事

市道4116・4143号線道路改修工事

市道1-12号線（旧石和8号線）道路改良工事

下水道管渠布設工事第7工区（御坂）

市道塩田金沢線道路改良工事

石和保健福祉センター

八代町竹居

一宮町竹原田

八代町岡

一宮町南野呂

石和町・春日居町

御坂町・一宮町

八代町竹居

八代町高家

御坂町二之宮

石和町今井・河内

一宮町北都塚

御坂町井之上

一宮町国分

石和町東高橋

御坂町蕎麦塚・下黒駒

春日居福祉保健センター

御坂町下野原・尾山

八代町高家

石和町河内

春日居町加茂・別田

八代町大間田

一宮町石

石和町小石和

御坂町成田

八代町北

石和町東油川

御坂町蕎麦塚

一宮町金沢・新巻

¥2,400,000

¥1,700,000

¥3,500,000

¥7,000,000

¥28,000,000

¥7,800,000

¥6,100,000

¥6,000,000

¥3,900,000

¥3,100,000

¥5,600,000

¥7,100,000

¥11,900,000

¥21,000,000

¥46,000,000

¥9,000,000

¥1,800,000

¥18,000,000

¥6,700,000

¥2,000,000

¥4,800,000

¥1,850,000

¥5,800,000

¥6,200,000

¥8,700,000

¥12,000,000

¥17,000,000

¥19,000,000

¥87,000,000

（有）中村住電設備

（有）石倉興業

（株）MUKAI

（株）中村工務店

（株）NIPPO�山梨統括事業所

（株）栗田工業

（株）古屋工業

（株）上組

（有）雨宮組

（有）桃李

（有）末木建設

（有）桃李

（株）日工建設

（株）日工建設

（有）松山興業

森田測量（株）

（有）住まいの高野

（有）三枝工務店

（株）MUKAI

（株）カイシン

中央舗道建設（有）

（有）荻野土建

（株）佐野緑化土木

（有）荻野土建

（株）上野建工

（株）日工建設

（株）栗田工業

武藤工業（株）

（株）飯塚工業

¥2,230,000

¥1,700,000

¥3,150,000

¥6,300,000

¥26,700,000

¥7,000,000

¥5,300,000

¥5,290,000

¥3,780,000

¥2,700,000

¥5,300,000

¥6,600,000

¥11,000,000

¥17,950,000

¥42,300,000

¥6,300,000

¥1,580,000

¥17,900,000

¥6,500,000

¥1,980,000

¥4,800,000

¥1,700,000

¥5,600,000

¥5,900,000

¥8,600,000

¥10,960,000

¥14,670,000

¥16,200,000

¥71,800,000

平成24年10月9日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成24年10月16日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成24年10月23日※

戸
澗
幸
夫
　
様

（
新
潟
県
新
潟
市
西
蒲
区
）
【
絵
画
】

と
�

ま



そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

分
別
・
出
し
方
の

ポ
イ
ン
ト

　
分
別
・
出
し
方
の
ポ
イ
ン

ト
を
守
り
、
ご
み
減
量
や
リ

サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

①
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
の

マ
ー
ク
が
あ
る
も
の
の
み

が
対
象
で
す
。

②
汚
れ
は
水
で
洗
い
ま
し
ょ
う
。

（
洗
剤
で
洗
わ
な
く
て
い
い

で
す
が
、
異
物
を
落
と
し

て
く
だ
さ
い
）

③
透
明
か
半
透
明
の
ビ
ニ
ー

ル
袋
に
入
れ
て
出
し
ま
し

ょ
う
。
（
小
袋
に
入
れ
、
さ

ら
に
大
袋
に
は
入
れ
な
い
で
、

直
接
排
出
す
る
袋
に
入
れ

て
く
だ
さ
い
）

▼
対
象
と
な
る
主
な

　
も
の

　
卵
、
弁
当
、
納
豆
、
豆
腐
、

野
菜
、
お
菓
子
、
マ
ヨ
ネ

ー
ズ
、
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
、

台
所
洗
剤
、
シ
ャ
ン
プ
ー
、

ト
レ
ー
な
ど
の
�

マ
ー
ク

の
あ
る
容
器
・
包
装
の
み
。

※
地
域
の
指
定
場
所
や
時
間

を
守
っ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

　日時　12月15日（土）午前10時～正午
　場所　クリーンネット笛吹協業組合事務所
　（石和町小石和2620-2　☎�055-263-0300）
　定員　先着15人（保護者同伴であれば小学生も可）
　持ち物
○キャンドル型になるもの（ジャムのビン、牛乳パック等）
○廃食油や賞味期限切れの油（あればお持ちください）
○不要になったクレヨン（あればお持ちください）�
　申込締切　12月13日（木）
※ただし、定員になり次第締め切りになります。

　クリーンネット笛吹協業組
合の協力で、廃食油を使った
エコキャンドル作りを開催し
ます。クリスマスに手作りキ
ャンドルを楽しみませんか。

エコキャンドル
（イメージ）

　年末年始（12月27日(木)～１月３日(木)）の可燃ごみの収集日は、次のとおりです。
　また、12月29日(土)～１月３日(木)の間は、ミックスペーパー・その他プラスチックの
収集はありません。なお、１月４日(金)以降、全ての品目において通常の日程どおりに収
集を行います。

▼年末年始の可燃ごみ収集日程

石和町

12月27日（木）

川中島・荒屋・
八田・東町・長
塚・仲町・西町・
日の出・下平井・
上平井・中川・
山崎・松本・駅
前・山岸・向田

収集なし

全地区収集します

収集なし

全地区収集します

全地区収集します

全地区収集します

12月28日（金）

窪中島・四日市
場・広瀬・唐柏・
東高橋・今井・
河内・小石和・
砂原・井戸・東
油川・恵比寿

全地区収集します

収集なし

全地区収集します

収集なし

収集なし

収集なし

12月29日（土）

収集なし

12月30日（日）

川中島・荒屋・
八田・東町・長
塚・仲町・西町・
日の出・下平井・
上平井・中川・
山崎・松本・駅
前・山岸・向田

収集なし

全地区収集します

収集なし

全地区収集します

収集なし

全地区収集します

12月31日（月）
～1月3日（木）

収集なし

御坂町

一宮町

八代町

境川町

春日居町

芦川町

　家電リサイクル法対象品目であるエアコン、テレビ（ブラウン管式、液晶・プラズマ式）、

冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機の特別収集を行います。

　収集の際、リサイクル料金がかかりますので、当日ご持参ください。

※業務用の家電は収集しません。

　特別収集の対象となる家電品目

エアコン、テレビ（ブラウン管式、液晶・プラズマ式）、冷蔵庫・冷凍庫、

洗濯機・衣類乾燥機

　リサイクル料金（例）

エアコン：3,150円、テレビ：2,835円、冷蔵庫・冷凍庫：5,869円、

洗濯機・衣類乾燥機：3,444円

※リサイクル料金は、品目と家電メーカーで料金が異なりますのでご注意ください。

　特別収集日

○日時　12月９日(日)　午前９時30分～午後０時30分

○場所　市役所御坂支所　南側駐車場

　詳しい家電リサイクル料金はこちら

（財）家電製品協会家電リサイクル券センター

☎�0120-319640

ホームページ：http://www.rkc.aeha.or.jp/

ふ
す
ま

■申込・問合せ先　環境推進課　☎�055（262）4111

　山梨県動物愛護指導センター職員による犬の飼
い方教室を開催します。参加ご希望の方は事前に
お申し込みください。なお、犬の同伴はできません。
　日時　12月12日（水）
　受付　午後１時30分から
　開催　午後２時～３時30分
　場所　東山梨合同庁舎１階　101会議室
　　　　（甲州市塩山上塩後1239－1）

■申込・問合せ先　峡東保健所　衛生課
　☎�0553（20）2751

　
平
成
13
年
の
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
事

件
か
ら
10
年
以
上
が
経
過
し
ま
す
が
、

今
も
世
界
各
国
で
爆
弾
を
使
用
し
た
テ

ロ
事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
報
道
さ
れ
る
海
外
の
爆
弾
テ
ロ
事
件

で
使
用
さ
れ
る
の
は
、
一
般
に
も
購
入

可
能
な
薬
品
等
を
原
料
に
し
た
手
製
爆

弾
で
す
。

▼
皆
さ
ん
の
周
辺
で
…

○
農
業
関
係
者
で
は
な
い
の
に
大
量
の

農
薬
を
購
入
し
た

○
個
人
的
に
大
量
の
薬
品
類
を
購
入
し
た

○
室
内
か
ら
薬
品
ら
し
き
異
臭
が
す
る

な
ど
と
い
っ
た
不
審
な
状
況
を
見
聞

き
し
た
際
は
、
警
察
署
ま
で
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
笛
吹
警
察
署
　
警
備
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
0
1
1
0

　
1
時
間
　
6
9
5
円

　
（
平
成
24
年
10
月
1
日
発
効
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
山
梨
労
働
局
賃
金
室

　
☎
0
5
5
（
2
2
5
）
2
8
5
4

・
甲
府
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
0
5
5
（
2
2
4
）
5
6
1
1

　
年
末
に
向
け
て
襖
・
障
子
の
張
り
替

え
や
畳
替
え
の
注
文
を
お
受
け
し
て
い

ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
公
益
社
団
法
人

笛
吹
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
3
（
3
9
）
8
3
0
0



■問合せ先　生涯学習課　生涯学習コーディネーター　☎�055（261）3339

　笛吹市青少年育成推進協議会では、10月12日、県立ろう学校の星野浩章校長をお招きし、青
少年指導者のための講習会を実施しました。会場には、市内の育成会の役員・小中学校の先生
方など約50人が集まり、熱心に耳を傾けていました。講演の内容は、次のとおりです。
　どのような家族（親子）関係を理想とするのか。望ましい関係や親像・子ども像を描きなが

ら暮らすことが大事である。
　育成会の活動や地域のお祭り、ボランティア活動など、子どもと大人が一緒になってするこ

とで地域の教育力が上がる。
　高校生を巻き込んで役割を与えるようにすることで、高校生に有用感を持たせることができ、

更に地域の子ども集団のまとまりが出てくる。大人たち、地域の人々、学校・保護者の協働
も不可欠である。

　障がい児者が差別を受けることなく、障がいのない人と共に生活し、共に学ぶようにすると、
障がいを持つ子どもたちも地域で育つ。地域社会の役割は大きい。

　会場からは、よその子どもとの接し方について質問があり、講師からは、「おい！」「こらっ！」
と頭ごなしに言うのではなく、「そうだよね」と認めてからこちらの言
い分を話すと、子どもと話せるようになるなどのアドバイスを与えて
いただきました。「地域の子どもは地域で育てる」をモットーに支援を
行っている私たちの背中を押してもらったような講演会となりました。
　笛吹市青少年推進協議会では、青少年育成指導者育成のため、今後
もこのような取り組みを進めていきます。�

　
学
芸
員
が
企
画
展
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
展

示
解
説
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
12
月
1
日
（
土
）
　
午
後
3
時

▼
会
場
　
企
画
展
示
室

※
申
し
込
み
不
要
、
企
画
展
観
覧
券
を

お
求
め
く
だ
さ
い
。

　
四
季
折
々
の
庭
を
ガ
イ
ド
付
き
で
散

策
し
ま
す
。
冬
の
お
庭
の
楽
し
み
方
を

ご
案
内
し
ま
す
。

▼
日
時
　
12
月
15
日
（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

▼
場
所
　
県
立
博
物
館
外
庭

※
申
し
込
み
不
要
、
参
加
費
無
料

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

　
来
館
前
に
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　▼
日
時
　
12
月
23
日
（
日
）

午
前
10
時
、
午
前
11
時
、
午
後
1
時
、

午
後
2
時
の
計
4
回
実
施

▼
所
用
時
間
　
50
分
程
度
（
各
回
と
も

先
着
20
人
）

▼
会
場
　
体
験
学
習
室

※
申
し
込
み
不
要
、
参
加
費
無
料

　
県
立
博
物
館
で
は
、
常
設
展
の
展
示

替
え
も
行
っ
て
い
ま
す
。
12
月
は
、
お

正
月
に
ち
な
み
「
お
め
で
た
い
」
「
あ

り
が
た
い
」
資
料
を
取
り
揃
え
た
「
お

正
月
は
博
物
館
で
初
詣
」
と
題
し
、
12

月
19
日
（
水
）
か
ら
2
月
18
日
（
月
）
ま
で

予
定
し
て
い
ま
す
。

※
12
月
17
日
（
月
）
ま
で
は
、
「
や
ま
な

し
の
金
と
貨
幣
」
と
題
し
、
「
黄
金

の
国
々
」
展
に
あ
わ
せ
て
、
常
設
展

示
に
も
「
金
」
や
「
貨
幣
」
に
関
す

る
資
料
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
県
立
博
物
館

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
6
3
1

お庭の見どころガイド

　
歴
史
教
室
の
中
世
編
と
し
て
甲
府

の
要
害
城
と
武
田
氏
館
跡
を
歩
き
ま

せ
ん
か
。

▼
日
時
　
12
月
15
日
（
土
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時（
雨
天
中
止
）

▼
集
合
解
散

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

※
現
場
に
は
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

▼
定
員
　
20
人
（
要
申
し
込
み
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
昼
食

　
次
の
期
間
を
休
業
し
ま
す
。

▼
年
末
年
始
休
業

　
12
月
27
日
（
木
）
〜
1
月
8
日
（
火
）

▼
正
月
特
別
開
館

　
1
月
2
日
（
水
）
・
3
日
（
木
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▼
内
容

凧
作
り
（
3
0
0
円
）、
独
楽
回
し
、

羽
子
つ
き
の
お
い
羽
根
づ
く
り
（
無

料
）

　
「
縄
文
土
器
に
み
る
匠
の
技
」
を

テ
ー
マ
に
、
釈
迦
堂
人
の
土
器
づ
く

り
の
卓
越
し
た
技
を
紹
介
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、「
山
梨
の
遺
跡
２
０
１
１
」

の
巡
回
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

▼
期
間

　
平
成
25
年
1
月
19
日
（
土
）
〜
2
月

24
日
（
日
）

　
市
内
在
住
の
小
学
生
は
利
用
券
提

示
で
、
本
人
と
同
伴
の
家
族
が
入
館

無
料
に
な
り
ま
す
。
ま
た
釈
迦
堂
ふ

ぁ
ん
ク
ラ
ブ
会
員
（
年
会
費
１
０
０

０
円
）
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
釈
迦

堂
を
お
気
に
入
り
の
場
所
と
し
て
楽

し
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
館
時
間

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

○
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌

日
（
土
・
日
除
く
）

▼
入
館
料

○
一
般
・
大
学
生
　
2
0
0
円

○
小
中
高
生
　
　
　
1
0
0
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３
（
４
７
）
３
３
３
３

緑光祭での寸劇の一コマ

　
本
校
は
、
昨
年
度
の
大
規
模
改
修
に

よ
り
、
き
れ
い
で
明
る
い
校
舎
に
生
ま

れ
か
わ
り
、
こ
の
夏
に
は
エ
ア
コ
ン
も

設
置
さ
れ
、
快
適
な
環
境
が
整
い
ま
し
た
。

　
本
校
の
特
色
は
「
挨
拶
・
朝
読
書
・

全
校
合
唱
」
で
す
。
毎
朝
、
生
徒
会
役

員
等
が
正
門
に
立
ち
、
朝
の
挨
拶
か
ら

一
日
が
始
ま
り
、
多
く
の
来
校
者
か
ら

お
褒
め
の
言
葉
を
頂
く
と
こ
ろ
で
す
。

朝
読
書
は
10
分
間
で
す
が
、
読
書
を
通

し
て
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
こ
と
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

秋
の
合
唱
祭
で
は
、
毎
年
素
晴
ら
し
い

歌
声
を
響
か
せ
、
保
護
者
は
も
と
よ
り

近
所
の
方
も
聴
き
に
来
ら
れ
る
恒
例
の

行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
に
は
、
一
中

へ
の
協
力
を
惜
し
ま

な
い
方
々
が
多
く
、

学
校
を
支
え
て
く
れ

る
大
き
な
地
域
の
力

を
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
応
え
る
べ
く
、

よ
り
よ
い
学
校
を
目

指
し
て
全
生
徒
・
教

職
員
で
日
々
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　　

生

徒

会

活

動

の

最

大

行

事

で

あ

る

『

緑

光

祭

』

が

9

月

15

・

16

日

の

2

日

間

に

わ

た

り

行

わ

れ
ま
し
た
。

今
年
は
「
Ｍ

Ａ

Ｘ

　

Ｐ

Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
!

〜
全
力
〜
」
の
テ
ー
マ
の

も
と
、
文
字
通
り
、
全
力
で
全
校
生
徒

が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
大
成
功
を
収
め
ま

し
た
。

　
様
々
な
こ
と
を
学
ぶ
学
年
劇
が
中
心

の
1
日
目
の
文
化
デ
ー
、
ク
ラ
ス
対
抗

競
技
で
盛
り
上
が
る
2
日
目
の
体
育
デ

ー
の
2
日
間
の
構
成
で
す
。
今
年
は
生

徒
会
本
部
に
よ
る
寸
劇
や
全
校
合
唱
も

加
わ
り
、
大
好
評
で
し
た
。

　
こ
の
学
園
祭
を
通
し
て
、
生
徒
達
は

仲
間
と
創
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
協
力
す

る
こ
と
の
大
切
さ
、
仲
間
と
考
え
る
こ

と
の
素
晴
ら
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

秋の合唱祭での全校合唱



●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

12
月
1
日（
土
）・
8
日（
土
）・
15
日（
土
）・

22
日（
土
）

午
前
の
部
�

11
時
〜
11
時
30
分

午
後
の
部
�
2
時
〜
2
時
30
分

毎
週
土
曜
日
2
回
開
催

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

12
月
6
日（
木
）・
20
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

12
月
13
日（
木
）午
前
11
時
か
ら

●
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な

し
会

12
月
11
日（
火
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　（
大
人
の
た
め
の
癒
し
の
時
間
）★

12
月
21
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

12
月
５
日（
水
）

午
前
11
時
か
ら

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
の
お
は
な
し
会

12
月
２
日（
日
）・
16
日（
日
）・
23
日（
日
）

午
後
２
時
か
ら

�
楽
し
い
お
は
な
し
と
ク
リ
ス
マ
ス

工
作
を
し
ま
す
。

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

12
月
８
日（
土
）午
後
2
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ
〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜

12
月
14
日（
金
）午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

12
月
19
日（
水
）午
前
11
時
か
ら

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

12
月
8
日（
土
）

午
後
1
時
30
分
か
ら

●
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会
　

12
月
5
日（
水
）・
12
日（
水
）・

19
日（
水
）・
26
日（
水
）

午
前
11
時
か
ら

●
え
ほ
ん
で
Ｇ
Ｏ
！

12
月
1
日（
土
）・
15
日（
土
）・

22
日（
土
）

午
前
11
時
か
ら

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

12
月
1
日（
土
）

午
後
２
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も

　（
乳
幼
児
向
け
）

12
月
４
日（
火
）・
18
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

12
月
８
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ

12
月
22
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民

館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
ィ
サ

ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど
に
出
向
き
、

年
配
の
方
々
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
要
望
が
あ
れ
ば
随
時

出
前
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け

に
な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
�

★
印
…
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

登
録
講
座

■
問
合
せ
先

石
和
図
書
館
（
担
当
�

石
倉
）

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）
5
9
5
9

石
和
図
書
館

℡
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

一
宮
図
書
館

℡
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０

平
日（
火
・
木
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水
・
金
）･

土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

境
川
図
書
室

℡
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日
・
土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

℡
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

八
代
図
書
館

℡
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日
・
土
・
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

御
坂
図
書
館

℡
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月
・
火
・
木
・
金
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
石
和
図
書
館

3
日
（
月
）・
10
日
（
月
）・
17
日
（
月
）・

25
日（
火
）・
28
日（
金
）〜
31
日（
月
）

※
年
始
は
1
月
5
日
（
土
）
よ
り
開
館
し

ま
す
。

◆
御
坂
図
書
館

５
日
（
水
）・
12
日
（
水
）・
19
日
（
水
）・

26
日（
水
）・
28
日（
金
）〜
31
日（
月
）

※
年
始
は
1
月
6
日
（
日
）
よ
り
開
館
し

ま
す
。

◆
一
宮
図
書
館

３
日
（
月
）・
10
日
（
月
）・
17
日
（
月
）・

24
日（
月
）・
28
日（
金
）〜
31
日（
月
）

※
年
始
は
1
月
6
日
（
日
）
よ
り
開
館
し

ま
す
。

◆
八
代
図
書
館

３
日
（
月
）・
10
日
（
月
）・
17
日
（
月
）・

24
日（
月
）・
28
日（
金
）〜
31
日（
月
）

※
年
始
は
1
月
6
日
（
日
）
よ
り
開
館
し

ま
す
。

◆
境
川
図
書
室

2
日
（
日
）・
9
日
（
日
）・
16
日
（
日
）・

23
日
（
日
）・
24
日
（
月
）・
28
日
（
金
）
〜

31
日（
月
）

※
年
始
は
1
月
7
日
（
月
）
よ
り
開
館
し

ま
す
。

◆
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

３
日
（
月
）・
10
日
（
月
）・
17
日
（
月
）・

25
日（
火
）・
27
日（
木
）〜
31
日（
月
）

※
年
始
は
1
月
6
日
（
日
）
よ
り
開
館
し

ま
す
。

　日時　12月1日(土)
午後2時から

　場所　境川図書室
　内容　クリスマス

おはなし会・工作等

　日時　12月1日(土)�午後1時30分から
　場所　学びの杜みさか　視聴覚室
　内容　よしながこうたく先生とクリよしながこうたく先生とクリ

スマスおはなし会を楽しもう！
※好評にて、定員になりました。ありが

とうございます。

　読み聞かせボランティア「バムケロ」
によるクリスマスおはなし会です。
　日時　12月8日(土)�午後1時30分から
　場所　八代図書館
　内容　英語でクリスマス
　おはなし会・工作

　日時　12月15日（土）
　午後2時から
　場所　春日居あぐり情報ステーショ

ン　ハイビジョンホール
　内容　クリスマスおはなし会・工作

　日時　12月16日（日）午後1時30分から
　場所　スコレーセンター　集会室
　内容　クリスマスおはなし会

　日時　12月9日（日）午後1時30分から
　場所　いちのみや桃の里ふれあい
　文化館　多目的ホール
　内容　クリスマスのおはなし・
　かわいいプレゼントもあるよ！



「災害対策、復興に女性の
視点を」と題して講演を行
う相川さん＝いちみのや
桃の里文化館

およそ30カ所のカーブミラーの清掃を行いました

ヴァイオリンの独奏をする
浅川実夏さん

「きづき」を題材にパフォーマンスを
行う地域部会のメンバー

県
警
の
12
署
管
内
の
代
表
ら
14
人
で
競

っ
た
大
会
で
、見
事
優
勝
し
た
望
月
さ
ん

　
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
地

域
部
会
は
、
ぴ
ゅ
あ
総
合
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
２
に
参
画
し
、
多
く
の
参
加

者
の
前
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い

ま
し
た
。

　
当
日
は
『
地
域
に
出
よ
う
、
出
そ

う
、
支
え
合
お
う
』
を
テ
ー
マ
に
掲

げ
、
登
場
人
物
の
笛
吹
花
子
さ
ん
が

組
長
に
な
り
、
区
の
活
動
に
参
画
し

て
い
く
様
子
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
部
会
の
方
か
ら
は
、
「
男
女

共
同
参
画
社
会
の
意
義
や
必
要
性
に

つ
い
て
『
き
づ
き
』
を
促
す
こ
と
が

で
き
た
が
、
こ
の
活
動
の
意
義
や
必

要
性
を
広
く
訴
え
か
け
て
い
く
に
は
、

ま
だ
課
題
は
多
い
。
実
践
を
通
じ
て

こ
の
活
動
が
『
楽
し
い
』
と
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
大
切
」
と
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　
10
月
11
日
、
市
職
員
男
女
共
同

参
画
研
修
が
市
民
公
開
講
座
と
し

て
実
施
さ
れ
、
市
職
員
の
ほ
か
、

区
役
員
な
ど
市
民
の
方
々
も
参
加

し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
市
消
防
防
災
担
当
か

ら
市
に
お
け
る
災
害
対
策
の
現
状

等
が
話
さ
れ
た
後
、
相
川
康
子
さ

ん
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
政
策
研
究
所
専
務
理
事
）
の

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、
防

災
の
取
り
組
み
に
お
い
て
は
、
男

女
の
ニ
ー
ズ
の
違
い
の
把
握
や
男

女
共
同
参
画
の
視
点
を
取
り
入
れ

て
進
め
る
必
要
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
避
難
所
で
の
女
性
の
お
か

れ
る
環
境
や
弱
者
へ
の
暴
力
の
問
題
、

復
旧
や
復
興
過
程
へ
の
女
性
の
参

画
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

非常食にお湯を注ぐAEDの使い方を学ぶ

　
第
35
回
山
日
Y
B
S
旗
争
奪
山

梨
県
市
町
村
対
抗
壮
年
男
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
に
お
い
て
、
笛
吹

市
A
は
甲
斐
市
A
を
タ
イ
ブ
レ
ー

ク
の
末
、
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
で
下
し
、

見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
昨
年

優
勝
の
笛
吹
市
B
も
第
3
位
と
健

闘
し
ま
し
た
。

（
大
会
結
果
）

笛
吹
市
A

2
回
戦
　
9
対
1
　
山
梨
市
B

3
回
戦
　
6
対
1
　
甲
府
市
A

準
決
勝
　
6
対
0
　
甲
州
市

決
勝
戦
　
8
対
7
　
甲
斐
市
A

笛
吹
市
B

2
回
戦
　
5
対
2
　
南
部
町

3
回
戦
　
9
対
2
　
身
延
町

準
決
勝
　
5
対
6
　
甲
斐
市
A

　
10
月
14
日
、
笛
吹
交
通
安
全
協

会
石
和
支
部
の
皆
さ
ん
が
、
事
業

の
一
環
と
し
て
、
石
和
地
域
に
設

置
し
て
あ
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清

掃
を
行
い
ま
し
た
。

　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
交
通
上
の
安

全
を
確
保
す
る
上
で
非
常
に
大
切

な
も
の
で
す
。

　
活
動
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、

交
通
安
全
を
祈
り
な
が
ら
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。

　
10
月
16
日
、
い
ち
の
み
や
桃
の

里
ふ
れ
あ
い
文
化
館
で
開
催
さ
れ

た
第
54
回
県
中
学
生
交
通
安
全
弁

論
大
会
に
お
い
て
、
春
日
居
中
学

校
3
年
の
望
月
珠
奈
さ
ん
が
優
勝

し
ま
し
た
。

　
大
会
で
、
望
月
さ
ん
は
「
自
分

た
ち
の
尊
い
命
を
失
わ
な
い
為
に

交
通
安
全
へ
の
意
識
を
1
人
1
人

が
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ

り
、
そ
れ
が
命
の
鍵
。
生
徒
会
の

生
活
安
全
委
員
会
を
中
心
に
し
て

生
徒
全
員
で
意
識
し
て
い
き
た
い
」

と
主
張
し
ま
し
た
。

小学2・3年生を対象に実施された紙芝居

　
10
月
7
日
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
山
梨
交
響
楽
団
演

奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
梨
交
響
楽
団
は
、
昭
和
48
年

に
県
で
初
の
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
と
し
て
結
成
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
に
国
民
文
化
祭
「
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
祭
典
」
な
ど
の
ほ
か
、
数
々

の
全
国
的
な
行
事
に
参
加
し
て
い

ま
す
。

　
当
日
は
、
こ
う
も
り
序
曲
、
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
の
た
め
の
協
奏
風
ロ

ン
ド
な
ど
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
10
日
、
一
宮
児
童
館
に
お

い
て
、
甲
府
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
笛
吹
グ
ル
ー
プ
の
主
催
に
よ
り
、

笛
吹
市
人
権
教
室
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
、
児
童
が
友
達
に
対
す

る
思
い
や
り
や
両
親
な
ど
に
感
謝

の
気
持
ち
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と

や
人
権
擁
護
委
員
の
活
動
を
様
々

な
人
達
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
児
童
ら
は
、
「
い
じ
め
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
紙
芝
居
を
真
剣
に
見

た
り
聴
い
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

ボレロ（ラヴェル）の演奏で
最高潮を迎える会場

優勝した笛吹市A

　
9
月
22

日
・
23
日
、

石
和
西
小

学
校
体
育

館
に
て
、

学
校
に
泊

ま
ろ
う
実

行
委
員
会

の
主
催
に

よ
り
、
避

難
所
体
験

「
学
校
に

泊
ま
ろ
う
」

が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

唐
柏
・
小

石
和
・
向

田
区
民
50

人
が
、
炊
き
出
し
訓
練
を
行
い
、

笛
吹
消
防
署
に
よ
る
救
急
救
命
講

習
を
受
け
た
後
、
体
育
館
に
て
一

晩
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
「
足
音
が
響
い
て
眠
れ
な
い
」「
炊

き
出
し
に
水
が
使
え
な
か
っ
た
ら

ど
う
す
る
の
か
」
な
ど
の
感
想
を

話
し
合
い
、
実
際
に
体
験
し
て
、

新
た
な
発
見
を
す
る
こ
と
で
、
日

頃
か
ら
の
災
害
へ
の
備
え
の
大
切

さ
を
実
感
す
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。



　
10
月
21
日
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
ラ

ッ
シ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
お
よ
そ

1
0
0
台
が
笛
吹
市
の
秋
の
街
道

を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
1
0
0
0
マ
イ
ル
（
１

６
０
９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
一
般

道
を
舞
台
と
す
る
ク
ラ
ッ
シ
ク
カ

ー
大
会
で
す
。
過
去
に
は
「
ラ
・

フ
ェ
ス
タ
ミ
ッ
レ
ミ
リ
ア
」
と
し

て
、
昨
年
か
ら
は
「
ラ
・
フ
ェ
ス

タ
ア
ウ
ト
ゥ
ー
ノ
」
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
市
内
の
旅
館
に
設
置

さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
、

市
の
ワ
イ
ン
や
入
浴
剤
「
石
和
の

湯
」
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

が
参
加
者
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

保育園児の頃から書道を始めたという内藤さん

ぶどう（甲斐路）を収穫する児童＝石和町上平井地内

　
10
月
27
日
、
市
内
の
ぶ
ど
う
園

で
、
第
28
回
国
民
文
化
祭
「
現
代

詩
の
祭
典
」
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
山
梨
の
詩
祭
2
0
1
2
が
開
か

れ
、
詩
の
朗
読
、
コ
ー
ラ
ス
な
ど

様
々
な
企
画
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
菊
田
守
さ
ん
（
日
本

現
代
詩
人
会
元
会
長
）
が
一
宮
町

市
之
蔵
出
身
の
詩
人
、
堀
内
幸
枝

さ
ん
の
詩
「
葡
萄
棚
」
を
朗
読
し
、

会
場
と
な
っ
た
ぶ
ど
う
園
の
景
色

と
重
ね
て
、
そ
の
魅
力
を
語
り
ま

し
た
。

�

J
A
共
済
小
・
中
学
生
書
道
・

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

半
紙
の
部
で
一
宮
中
学
校
2
年
の

内
藤
亜
美
さ
ん
が
最
高
賞
の
知
事

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
中
学
生
の
応
募
総
数
は
５
７
１

２
点
で
、
そ
の
頂
点
に
輝
き
ま
し

た
。

　
内
藤
さ
ん
は
受
賞
後
の
感
想
と

し
て
「
今
年
の
夏
は
忙
し
く
、
短

時
間
の
練
習
だ
っ
た
が
、
最
後
に

は
最
高
の
作
品
が
書
け
た
。
こ
れ

か
ら
も
周
り
の
人
に
感
謝
し
て
、

書
道
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
語

り
ま
し
た
。

市内旅館のチェックポイントを
通過する堺正章さん

朗読を行う一宮町文化協会朗読部

　
10
月
25
日
、
市
の
友
好
都
市
で
、

災
害
時
相
互
応
援
協
定
も
締
結
し

て
い
る
館
山
市
（
千
葉
県
）
の
市

立
那
古
小
学
校
の
6
年
生
40
人
が
、

修
学
旅
行
で
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
一
行
は
、
最
初
に
、
市
内
の
ぶ

ど
う
農
家
の
果
樹
園
で
ぶ
ど
う
狩

り
を
体
験
し
、
果
樹
園
の
園
主
な

ど
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
大
き

く
て
お
い
し
そ
う
な
房
を
選
ん
で

収
穫
し
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
に
は
、
市
役
所
で
の
歓
迎

セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
、
市
の
観
光

や
農
業
、
歴
史
文
化
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
が
決
め
た
テ
ー
マ
に
分
か
れ

て
、
石
和
地
域
な
ど
を
探
索
し
ま

し
た
。

①�甲府駅～石和温泉駅～県立博物館間などを結ぶ山梨交通（株）の路線バス
②�甲府駅～石和～富士山駅間などを結ぶ富士急山梨バス（株）の路線バス
③�石和温泉駅～春日居町駅～山梨厚生病院間などを結ぶ（株）栄和交通の路線バス

　利用者の減少や燃料費の高騰などにより、県内で路線バス

の廃止が相次いでいます。市内でも、平成23年に山梨交通（株）

の勝沼～田中～石和間が廃止されたほか、今後路線の廃止や

減便などが検討されているところもあります。

　市では、市民の生活の足を守るため、自ら市営バスを運行

するとともに、民間事業者が運行する路線バスの赤字分を補

てんするなどして地域の公共交通を維持しています。

　運賃収入で運行される路線バスは、利用者が減ると走り続

けることができません。バスがなくなると、通勤・通学者や

高齢者などの移動手段が奪われてしまいます。

　普段、自家用車を利用している方も1週間に一度、いいえ1

カ月に一度でも構いませんから路線バスを利用してみませんか。

そして、みんなで地域の交通を守っていきましょう。



市営芦川バス

市営一宮循環バス

市営境川巡回バス

―

―

―

182円

236円

89円

99円

利用者
1人当り

負担

―

―

―

2,432円

820円

1,227円

1,078円

利用者
1人当り

経費

―

―

―

12.5人

41.7人

10.9人

30.8人

1日当り
利用
者数

―

―

―

295日

365日

295日

308日

運行
日数

（年）

―

―

―

3,696人

15,219人

3,226人

9,473人

利用者数
（年）

41,529,494円

9,043,000円

7,286,513円

4,365,052円

8,889,238円

3,670,091円

8,275,600円

市負担額
（Ａ－Ｂ）

53,453,531円

9,043,000円

8,772,513円

8,988,103円
※1

12,479,124円

3,957,791円

10,213,000円

運行経費等
（Ａ）

計

民営バス赤字補助（山梨交通㈱・
富士急山梨バス㈱）※2�

自主運営バス奈良原線（笛吹市・
甲府市・甲斐市で共同運行）

デマンド交通（予約制）
みさかルート・ふじみルート

市営「芦川バス」

市営「境川巡回バス」市
営
バ
ス
等

山梨厚生病院～春日居町駅～石和温泉駅
石和温泉駅～笛吹高校～鎮目～春日居町駅～山梨厚生病院

㈱栄和交通バス路線

民営バス

距離に応じて
■㈱栄和交通
　TEL.0553-26-2344
　http://eiwa-kotsu.com/

甲斐市長塚～甲府市～八代町奈良原
長塚～奈良原線（笛
吹市・甲府市・甲斐市
で共同運行）

自主運営
バス

距離に応じて年中運行
■山交タウンコーチ(株)
　TEL.055-223-0808
http://yamanashikotsu.co.jp/

石和町富士見地区（河内公民館）～石和温泉
駅

デマンドタクシー
（ふじみルート）

1回200円
・小学生以下無料
・回数券

月～土（日曜、
年末年始運休）

■笛吹市役所経営企画課
　TEL.055-262-4111

御坂町若宮地区（旧若宮公民館）～石和温泉
駅

デマンドタクシー
（みさかルート）デマンド

交通
（予約制）

1回200円
・小学生以下無料
・回数券

月～土（日曜、
年末年始運休）

■笛吹市役所経営企画課
　TEL.055-262-4111

芦川町鶯宿～石和温泉駅市営「芦川バス」
距離に応じて
・各種割引制度
・定期券

年中運行
■笛吹市役所経営企画課
　TEL.055-262-4111

境川町内巡回（２ルート）
・大窪・大黒坂・前間田経由
・原・寺尾・大坪経由

市営「境川巡回バス」
1回100円
・子ども定期券
・回数券
・障がい者無料

月～土（土曜午
後、日曜、祝日、
年末年始運休）

■笛吹市役所経営企画課
　TEL.055-262-4111

一宮町内循環～石和温泉駅
※曜日により経路が異なる。

市営「一宮循環バス」

市営バス

1回100円
・小学生以下無料

月～土（日曜、
年末年始運休）

■笛吹市役所経営企画課
　TEL.055-262-4111

主な運行経路バス名称 運　賃運行日 問合せ先

甲府駅～石和温泉駅～河口湖駅～富士山駅
富士急平和観光㈱
バス路線

距離に応じて
■富士急平和観光㈱
　TEL.055-232-3666
　http://bus.fujikyu.co.jp/

甲府駅～石和～十郎橋～河口湖駅～富士山駅
甲府駅北口～石和～上黒駒バイパス～河口湖駅～富士山駅
甲府駅～石和～下黒駒
富士山駅～河口湖駅～若彦トンネル～芦川農産物直売所�など

富士急山梨バス㈱
バス路線

距離に応じて
■富士急山梨バス(株)
　TEL.0555-72-6877
　http://bus.fujikyu.co.jp/

敷島～甲府駅～石和温泉駅
敷島～甲府駅～石和温泉駅～県立博物館
敷島～甲府駅～玉諸～車検場
敷島～御所循環～敷島　など

山梨交通㈱バス路線 距離に応じて
■山梨交通(株)
　TEL.055-223-0821
http://yamanashikotsu.co.jp/

市営「一宮循環バス」

バスの名称・種類

11,924,037円

―

1,486,000円

4,623,051円

3,589,886円

287,700円

1,937,400円

収入（Ｂ）

6,438,051円

―

1,486,000円

3,952,051円

―

―

1,000,000円

その他収入
（補助金等）

5,485,986円

―

―

671,000円

3,589,886円

287,700円

937,400円

運賃収入

※1　デマンド交通の運行経費には、実証運行による利用状況調査費、ちらし印刷代などが含まれています。
※2　民営バスの赤字分を路線距離などに応じて国・県・沿線自治体で負担しています。

※紙面の都合上、民間バス路線の運行経路は主要なものを抜粋して掲載しており、実際の路線の本数や名称とは異なります。
※市営バスに関する詳しい運行内容や時刻表は、笛吹市ホームページをご覧ください。

（平成23年度）

　笛吹市内を走る路線バスには、市がバス事業者などに運行業務を委託して直接運営する「市営バス」、
市が他の自治体と共同で運行を行う「自主運営バス」、民間事業者が独自に運行する「民営バス」な
どがあります。



▼「山梨交響楽団演奏会」の取材でスコレー
センターを訪れました。会場は大入りで

したが、静けさに満ちていました。それは期待感の裏返しで、
シャッター音もはばかられるほどでした。スタッフに相談
すると『プログラム最後の「ボレロ」は音の強弱を繰り返すよ』
と教えられ、最後まで、極力撮影枚数を絞りました。「ボレロ」
の演奏中は、カメラを構え続け、音が強くなったら撮影す
るということを繰り返しました。しかし、その演奏の素晴
らしさで、シャッターを切り損ねることも度々でした。��（k）

　試験放送日時　12月3日（月）午前10時15分頃

　この放送は、防災行政無線放送による試験放送であり、大きな地震の発生を知らせ大きな地震の発生を知らせ

るものではありませんのでご注意ください。

　これは、全国一斉に実施するもので、総務省消防庁から緊急地震速報を出し、防災

行政無線を自動起動させる全国瞬時警報システム（J-ALERT）を通じて防災無線の屋

外放送塔から放送を行うものです。

　緊急地震速報を受けてから強い揺れが来るまでの時間はごくわずかです。短い時間

にあわてずに身を守る行動をとるためには、予めどのような行動をとるかを知り、実

際に行動をとって経験しておくことが大切です。

　そこで、今回の緊急地震速報の試験放送に伴い、各自、対応訓練を実施していただ

きますようお願いします。

　緊急地震速報を見聞きしたとき、あるいは大きな地震の揺れを感じ

たときは、何をおいても身の安全を第一に行動してください。

　頭部を保護し、頑丈な机の下などに入って、倒れてくる家具や落下

物から身を守ります。
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